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西
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―
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第
一
章　

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
付
属
学
校
の
英
語
教
育
と
そ
れ
を
支
え
た
外
国
人
女
性
教
員

第
一
節
　
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
付
属
学
校
の
英
語
教
育

（
一
）
日
本
の
学
校
制
度
の
確
立
と
付
属
学
校
の
設
立

日
本
の
学
校
制
度
は
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
四
月
か
ら
の
一
連
の
学
校
令
公
布

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
に
も
何
度
か
の
改
正
が
行
わ
れ
、
一
九
〇
一
（
明
治

三
四
）
年
に
施
行
細
則
が
決
め
ら
れ
た
結
果
、
表
一
の
よ
う
に
英
語
の
週
当
た
り
の
授
業

時
間
数
も
大
き
く
増
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
）。

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
清
和
普
通
学

校
が
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
九
月
一
〇
日
に
京
都
法
政
大
学
の
付
属
学
校
と
し
て
創

立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
清
和
中
学
校
の
英
語
教
育

創
立
当
初
の
清
和
普
通
学
校
は
、
ま
だ
中
学
校
と
し
て
の
諸
規
定
を
満
た
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
開
校
に
あ
た
っ
て
の
生
徒
募
集
で
は
、「
外
国
語
数
学
及
び
国
語
に
力
を
い
れ

た
授
業
を
行
う
」
と
し
て
い
た
（
二
）。

創
立
当
時
か
ら
上
級
学
校
へ
の
進
学
指
導
に
独
自
な
特
色
を
出
そ
う
と
し
た
よ
う
で
、

表一　中学校令と立命館付属校での英語の週当たりの授業時間数の変遷
１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年

１886（明 １9）年 6 6 7 ５ ５ 尋常中学校ノ学科及其程度
１90１（明 ３４）年 7 7 7 7 6 中学校令施行細則
1906（明 39）年 6 6 7 7 8 私立清和中学校規則
１9１１（明 ４４）年 6 7 7 7 7 「中学校教授要目」改正
1914（大 3）年 6 7 7 7 8 立命館中学学則
１9１9（大 8）年 6 7 7 ５ ５ 「中学校令」改正
1919（大 8）年 7 7 7 6 8 立命館中学学則変更
１9３１（昭 6）年 ５ ５ 6 ３ ３ 中学校令施行細則改正
1932（昭 7）年 5 5 6 6 7 立命館中学校規則
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一
般
の
中
学
校
基
準
に
比
べ
上
級
学
年
に
な
る
ほ
ど
英
語
の
時
間
数
を
増
や
し
て
、
英
語
の
指
導
に
力

を
入
れ
て
い
た
（
表
二
）。

翌
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
四
月
に
は
中
学
校
令
に
よ
る
清
和
中
学
校
と
し
て
認
可
を
受
け
た
が
、

対
外
的
な
説
明
で
は
上
級
学
校
へ
の
進
学
を
第
一
に
考
え
た
教
育
を
行
う
学
校
と
し
て
い
て
（
三
）、
こ
の

時
の
週
あ
た
り
の
授
業
時
間
数
（
表
二
）
か
ら
も
英
語
力
の
向
上
に
特
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

清
和
中
学
校
設
立
時
の
第
一
、
第
二
学
年
の
生
徒
総
数
は
約
六
〇
名
ほ
ど
で
、
全
教
員
六
名
の
う
ち

英
語
担
当
は
吉
村
友
喜
（
四
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
設
立
二
年
目
に
吉
村
友
喜
は
校
長
に
就
任
し
て
い
る
が
、

英
語
の
授
業
は
継
続
し
て
担
当
し
た
。
小
規
模
な
学
校
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
六
年
一
一
月
、
文
部
省

に
よ
っ
て
解
散
を
命
じ
ら
れ
た
吉
田
中
学
校
か
ら
五
学
年
二
六
三
名
も
の
生
徒
が
転
学
し
て
く
る
こ
と

に
な
り
、
急
遽
、
英
語
教
員
二
名
（
五
）
が
増
員
さ
れ
た
。
た
だ
、
英
語
教
員
だ
け
を
み
る
と
、
学
校
設
立

か
ら
の
五
年
間（
一
九
〇
六
年
～
一
九
一
〇
年
）で
採
用
一
九
名
が
退
職
一
五
名
と
な
っ
て
い
る
が
、こ

の
よ
う
に
移
動
が
激
し
か
っ
た
事
情
は
清
和
中
学
校
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
中
学
校
教
員
の
有

資
格
者
獲
得
が
全
国
的
に
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
た
め
に
移
動
が
頻
繁
で
（
表
三
）、
清
和
中
学
校
で
在

職
一
、
二
年
に
満
た
な
い
教
員
が
多
数
見
ら
れ
た
の
も
そ
の
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
六
）。

表二　1906 年　清和中学校における週当たり授業時間数
修身 国語及漢文 英語 歴史地理 数学 博物 物理及化学 図画 体操

第 １ 学年 １ 7 6 ３ ４ ２ ２ ３
第 ２ 学年 １ 7 6 ３ ４ ２ ２ ３
第 ３ 学年 １ 7 7 ３ ４ ２ ２ ３
第 ４ 学年 １ 6 7 ３ ４ ２ ３ １ ３
第 ５ 学年 １ 6 8 ４ ４ ３
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（
三
）
清
和
中
学
校
か
ら
立
命
館
中
学
へ

一
八
九
九
年
の
第
二
次
中
学
校
令
公
布
に
よ
っ
て
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
か
ら
一

九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
全
国
の
中
学
校
数
は
約
二
倍
に
、
生
徒
数
は
約
三
倍
以
上
に
も

増
加
し
て
い
る
が
（
表
三
）、
清
和
中
学
校
の
場
合
も
同
様
で
、
生
徒
数
は
一
九
〇
六
（
明
治

三
九
）
年
二
八
五
名
で
あ
っ
た
の
が
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
は
三
六
六
名
と
増
加
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
社
会
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
新
た
な
教
育
を
追
求

す
る
必
要
が
で
て
き
た
。
大
正
時
代
の
始
ま
り
は
、
校
名
改
称
と
と
も
に
大
き
な
発
展
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
私
立
立
命
館
中
学
（
以
下
、
立
命
館
中
学
と
い
う
。）
に
校
名

変
更
が
認
可
さ
れ
、こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
京
都
帝
国
大
学
か
ら
小
西
重
直
教
授
が
学
監
（
七
）
と

し
て
迎
え
ら
れ
た
。
後
に
、
大
正
自
由
主
義
教
育
の
西
日
本
に
お
け
る
旗
頭
と
呼
ば
れ
た
小

西
が
、
私
立
学
校
に
よ
る
中
等
教
育
全
体
の
改
造
を
志
向
す
る
中
川
小
十
郎
の
期
待
を
う
け

て
、
立
命
館
の
教
育
改
革
に
大
き
く
の
り
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
八
）。

そ
の
教
育
実
践
は
確
実
に
成
果
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
自
由
主
義
的
風
潮
が
広
が
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
、
立
命

館
の
新
し
い
教
育
が
よ
う
や
く
開
花
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学
校
全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
勉
学
と
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
と
な

り
、
戦
前
で
は
立
命
館
中
学
の
最
も
よ
き
時
代
の
姿
が
現
れ
た
頃
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
当
時
の
新
聞
に
は
、
自
由
主
義
的
校

風
を
報
道
す
る
記
事
が
い
く
つ
か
あ
り
、
大
正
後
期
立
命
館
中
学
が
社
会
的
に
評
価
を
う
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

表三　全国の学校数・生徒数・教員数（公立私立中学校）の変化
学校数 生徒数 有資格教員数 無資格教員数

１898（明 ３１）年 １３５  6１,３8１ １,４４0 １,１３9
１906（明 ３9）年 ２69 １08,0１9 ３,6３9 １,667
１9１0（明 ４３）年 ３0１ １9３,6４6 ４,５１7 １,３４１
１9１５（大 ４）年 ２４１ １４１,２１５ ５,１５３ １,３7１
１9２0（大 9）年 ３66 １76,４１１ ５,５0５ １,67３
１9２５（大 １４）年 ４0４ ２9５,90１ 8,7３7 ２,9５３

日本帝国文部省　第 ２6・２7・２8 年報（抄）～第 ５２・５３ 年報（抄）
より作成
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① 

「
三
十
余
の
教
諭
は
帝
大
出
身
の
文
学
士
大
半
を
占
め
慈
母
の
愛
児
に
対
す
る
如
き
切
実
な
る
教
育
振
り
と
、如
何
に
も

の
ん
び
り
と
し
た
自
由
の
空
気
が
構
内
に
漲
っ
て
居
る
こ
と
は
確
か
に
一
特
色
で
あ
る
」（
九
）

② 
「
学
校
の
特
長
と
し
て
は（
中
略
）中
学
と
し
て
は
比
較
的
自
由
主
義
で
束
縛
が
な
い
様
だ
、大
学
部
と
同
じ
場
所
で
教

を
受
く
る
関
係
上
自
由
が
過
ぎ
て
だ
ら
し
な
く
な
る
の
は
立
命
館
に
限
っ
た
訳
で
は
な
い
（
後
略
）」（
一
〇
）

（
四
）
大
正
期
の
立
命
館
中
学
の
英
語
教
育

で
は
、当
時
の
立
命
館
中
学
に
お
け
る
外
国
語
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は「
教

育
内
容
の
上
進
」
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
抜
粋
）。

「
一
、 

外
国
語
科
に
於
け
る
読
解
力
を
一
層
発
達
せ
し
め
普
通
英
字
新
聞
、
雑
誌
等
を
読
解
し
得
る
に
至
ら
し
む
る
こ
と　

同
作
文
に
つ
き
て
は
尚
一
層
実
用
方
面
に
注
意
し
特
に
通
信
文
等
の
記
述
に
習
熟
せ
し
む
る
こ
と

六
、 

外
国
語
数
学
漢
文
等
に
対
す
る
課
外
の
教
授
時
間
を
増
設
し
生
徒
の
個
性
に
応
じ
て
一
層
そ
の
実
力
を
発
達
せ
し
む

る
こ
と

七
、 

外
国
語
は
目
下
英
語
を
課
す
れ
共
将
来
別
に
独
逸
語
の
学
級
を
設
く
る
か
又
は
随
意
科
と
し
て
之
を
加
設
す
る
こ

と
」（
一
一
）

こ
の
よ
う
に
自
由
主
義
的
校
風
の
な
か
で
、
学
校
と
し
て
も
英
語
力
の
向
上
に
は
か
な
り
の
力
を
い
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
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る
。立

命
館
中
学
で
は
、
一
九
一
四
年
の
「
週
あ
た
り
の
英
語
授
業
時
間
」
が
第
五
学
年
で
一
時
間
増
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
時

間
の
内
容
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
三
年
後
の
一
九
一
七
年
に
行
わ
れ
た
編
入
試
験
（
第
二
学
年
以
上
）
の
受
験
三
教
科
（
国

語
、
数
学
、
英
語
）
に
英
会
話
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
（
一
二
）、
卒
業
生
同
窓
会
で
の
催
し
物
（
一
三
）
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
上

級
学
年
に
対
し
て
は
実
用
的
な
英
会
話
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節
　
英
語
教
育
を
支
え
た
外
国
人
教
員
た
ち

（
一
）
英
語
教
育
に
関
わ
っ
た
外
国
人
教
員
た
ち

日
本
の
教
育
の
近
代
化
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
発
布
か
ら
始
ま
る
が
、
初
期
の
準
備
も
レ
ベ

ル
も
大
変
遅
れ
て
い
た
た
め
、
内
容
は
輸
入
し
た
外
国
の
教
科
書
で
欧
米
文
化
を
教
授
す
る
こ
と
が
目
的
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
外
国
人
教
員
の
需
要
は
高
か
っ
た
。

社
会
的
変
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
英
語
教
育
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
た
清
和
中
学
校
で

は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
カ
ス
バ
ー
ト
（
ア
メ
リ
カ
）、
ガ
ッ
ピ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）、
サ
ウ
タ
ー
（
イ

ギ
リ
ス
）
と
三
名
の
外
国
人
教
員
が
任
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ガ
ッ
ピ
ー
と
カ
ス
バ
ー
ト
は
男
性
教
員

だ
が
、
二
人
の
在
職
期
間
は
な
ぜ
か
短
期
間
で
あ
っ
た
（
一
四
）。
三
人
の
在
職
期
間
は
以
下
（
表
四
）
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

表四
１908（明治 ４１）年 １909（明治 ４２）年

カスバート 6 月～ 8 月退職 復職 ４ 月～ 9 月退職
ガッピー 9 月～ ～ ３ 月退職
サウター 6 月～ 9 月退職 復職 9 月～
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（
二
）
付
属
学
校
の
英
語
教
育
を
約
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
支
え
続
け
た
女
性
教
員
サ
ウ
タ
ー

既
述
の
二
人
の
男
性
外
国
人
教
員
に
対
し
て
、
女
性
の
サ
ウ
タ
ー
の
在
職
期
間
は
、
他
の
日
本
人
教
員
と
比
較
し
て
も
突
出

し
て
い
る
。
サ
ウ
タ
ー
は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
六
月
に
就
職
す
る
も
一
旦
退
職
し
（
一
五
）
翌
年
九
月
に
復
職
し
て
か
ら
、

外
国
人
女
性
教
員
と
し
て
長
期
に
亘
っ
て
勤
務
し
た
。
男
子
校
の
立
命
館
中
学
で
サ
ウ
タ
ー
以
外
に
女
性
教
員
が
い
な
か
っ
た

環
境
で
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
長
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
（
京
都
市
内
の
中
学
校
の
教
員
履
歴
に
は
サ
ウ
タ
ー
ら
し
き
女
性

の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
確
定
で
き
な
い
）。
現
在
、
彼
女
の
経
歴
と
人
と
な
り
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
が
次
の
二
点

残
さ
れ
て
い
る
。

① 

「
英
国
婦
人
。
同
地
ロ
ン
ド
ン
出
生
。
ケ
ム
ブ
リ
ッ
チ
大
学
、
ロ
ン
ド
ン
王
立
音
楽
学
校
及
サ
ウ
ス
、
ケ
ン
シ
ン
ト
ン
大

学
等
に
修
行
。
明
治
四
十
一
年
六
月
本
校
英
語
教
授
を
嘱
託
し
同
年
九
月
一
旦
退
職
の
処
、
四
十
二
年
九
月
に
再
任
し
、

爾
後
引
続
き
今
日
に
至
る
。」（
一
六
）

② 

（
前
略
）
サ
ウ
タ
ー
先
生
ハ
敬け
い

虔け
ん
（
語
注
ａ
）
ナ
ル
基
督
信
者
ニ
シ
テ
操そ
う

履り

端
正
（
語
注
ｂ
）
ニ
シ
テ
厳
粛
（
語
注
ｃ
）

洽ご
う

聞ぶ
ん

強き
ょ
う

記き

（
語
注
ｄ
）
ニ
シ
テ
気
象
（
語
注
ｅ
）
快
活
実
ニ
英
国
婦
人
ノ
典
型
ナ
リ
。
先
生
執
務
ニ
熱
心
ニ
シ
テ
教
授

ニ
老
練
ナ
リ
。
故
ニ
初
学
ノ
徒
モ
皆
ヨ
ク
発
音
を
学
ビ
英
語
学
修
上
ノ
進
歩
顕
著
ナ
リ
（
一
七
）

（
語
注
ａ
）
敬
虔
；
神
仏
を
う
や
ま
う

（
語
注
ｂ
）
操
履
端
正
；
平
素
の
心
が
け
や
行
い
が
よ
い

（
語
注
ｃ
）
厳
粛
；
お
ご
そ
か
で
つ
つ
し
み
深
い
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（
語
注
ｄ
） 

洽
聞
強
記
；
智
識
や
見
聞
が
広
く
記
憶
力
が
よ
い

（
語
注
ｅ
）
気
象
；
気
だ
て
、
性
質

広
小
路
学
舎
の
清
和
中
学
校
時
代
か
ら
北
大
路
学
舎
の
立
命
館
中
学
校
（
一
九
二
八
年
に
校
名
を
改
称
）
時
代
に
わ
た
っ
て

勤
め
た
サ
ウ
タ
ー
の
姿
は
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
卒
業
生
集
合
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
が
最
初
で
【
写
真
一
】、
一
九
一

八
（
大
正
七
）
年
の
「
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
将
来
」【
写
真
二
】
や
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
発
行
の
清
和
一
〇
号

【
写
真
三
】
の
写
真
ま
で
確
認
で
き
る
が
、
清
和
一
二
号
に
は
在
職
中
の
教
員
と
し
て
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
卒
業

写
真
に
は
そ
の
姿
が
な
い
。

そ
の
後
の
存
在
と
し
て
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
の
新
聞
記
事
に
「
中
学
校
に
女
教
員
」
と
い
う
見
出
し
で
、
立

命
館
中
学
校
に
サ
ウ
タ
ー
と
高
田
久
榮
の
二
人
が
京
都
市
内
の
中
学
校
で
初
の
女
性
教
員
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
一
八
）。
こ

の
記
事
を
読
む
限
り
で
は
、
長
く
立
命
館
中
学
校
の
英
語
教
育
を
支
え
て
い
た
は
ず
の
サ
ウ
タ
ー
が
、
そ
れ
ま
で
教
員
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
は
、
立
命
館
中
学
校
に
中
川
小
十
郎
校
長
が
誕
生
し
、
禁
衛
隊
が
結
成
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
立
命

館
中
学
校
の
歩
み
が
大
き
く
変
わ
る
時
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
立
命
館
中
学
校
で
の
英
語
教
育
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た

か
は
、
残
さ
れ
て
い
る
資
料
も
な
く
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
サ
ウ
タ
ー
が
、
外
国
人
女
性
教
員
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
彼
女
の
名
前
が
最
後
に
見
ら
れ
る
の
は
、「
立
命
館
学
誌
」
第
一
四
三
号
（
一
九
三
一
年
五

月
発
行
）
の
「
中
学
校
・
商
業
学
校
生
徒
隊
だ
よ
り
」
で
職
員
移
動
と
い
う
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
小
さ
な
見
出
し
。
た
っ
た
三
行
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の
記
述
で
「
サ
ウ
タ
ー
、
高
田
久
榮
先
生
退
職
せ
ら
れ
」
と
だ
け

書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
年
の
入
学
式
で
は
「
入
学
禁
衛
隊
入
隊
式
」

と
し
て
挙
行
さ
れ
た
こ
と
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
新
学
期

の
始
ま
る
前
に
サ
ウ
タ
ー
は
職
場
を
去
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。サ

ウ
タ
ー
が
、
最
初
の
短
期
間
を
除
い
て
も
、
一
九
〇
九
年
か

ら
一
九
三
一
年
春
ま
で
の
二
二
年
間
、
立
命
館
の
付
属
学
校
の
英

語
教
育
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
だ
け
は
事
実
で
あ
る
。
後
に
詩
人

と
な
っ
た
中
原
中
也
（
在
学
期
間
一
九
二
三
～
二
四
年
）
が
サ
ウ

タ
ー
か
ら
学
ん
で
い
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
サ
ウ
タ
ー

は
、
た
だ
一
人
の
外
国
人
女
性
教
員
と
し
て
明
治
か
ら
大
正
、
そ

し
て
昭
和
に
か
け
て
立
命
館
の
付
属
学
校
英
語
教
育
を
支
え
続
け

た
の
で
あ
っ
た
。

【写真一】1914（大正 3）年　第八回卒業生　記念写真 
同窓会誌「清和」第 4 号　最前列中央がサウター
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【写真二】1918（大正 7）年の全職員写真　顔写真左から三人目がサウター 
最前列中央が小西重直学監「立命館中学の過去現在及び未来」

【写真三】1921（大正 10）年　第十五回卒業生　記念写真 
サウターが撮影された最後の写真　同窓会誌「清和」第 10 号
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第
二
章　

学
園
史
の
語
り
部
「
宮
城
方
位
標
・
日
時
計
」
物
語

戦
前
、
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
（
一
九
二
九
年
設
立
）
に
は
日
時
計
を
兼
ね

た
宮き
ゅ
う

城じ
ょ
う

方
位
標
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
皇
居
で
あ
る
宮
城
（
一
九
）
を
正
し
い
方
角

で
遥よ
う

拝は
い（
二
〇
）
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
当
時
の
中
川
小
十
郎
校
長
の
指
示
に
よ
っ
て

制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
の
あ
る
長
岡

京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
【
写
真
四
】、
立
命
館
学
園
に
と
っ
て
は

貴
重
な
歴
史
の
語
り
部
で
あ
る
「
宮
城
方
位
標
・
日
時
計
」
を
紹
介
す
る
。

（
一
）
宮
城
方
位
標
建
立
の
経
過

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
〇
月
中
旬
、
立
命
館
中
学
校
教
員
の
坂
井
徳
蔵
（
二
一
）
が
、
中
川
小
十
郎
校
長
（
二
二
）
の
意
向
を
伝
え

に
京
都
帝
国
大
学
の
上
田
穣
教
授
（
二
三
）
の
研
究
室
を
訪
ね
た
。
用
件
は
、「
立
命
館
で
は
毎
朝
、
皇
居
に
向
か
っ
て
遥
拝
【
写
真

五
、
六
】
を
し
て
い
る
が
（
二
四
）、
そ
の
方
位
が
正
確
で
は
な
い
。
こ
れ
を
天
文
学
的
に
計
測
し
て
正
確
に
決
定
し
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
上
田
教
授
は
即
座
に
賛
同
し
、
理
学
士
で
助
手
の
森
川
光
郎
に
手
伝
う
こ
と
を
指
示
し
た
。

方
位
を
確
定
す
る
に
は
、
天
体
観
測
に
よ
っ
て
正
確
な
子
午
線
を
求
め
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
方
法
と
し
て
子
午
儀
と
呼
ぶ
器

械
で
夜
間
の
星
を
観
測
し
、
そ
こ
か
ら
計
算
し
て
求
め
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
求
め
ら
れ
た
宮
城
方
位
は
、
頑
丈
な

花
崗
岩
の
標
柱
を
建
て
、
そ
の
上
に
刻
み
付
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
上
田
教
授
に
一
任
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

上
田
教
授
は
、
観
測
土
台
に
使
用
し
た
も
の
を
後
に
標
石
に
用
い
る
こ
と
を
考
え
、
そ
の
土
台
と
な
る
花
崗
岩
の
大
き
さ
を

【写真四】背後に JR 東海
道線が走る現在の姿
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【写真六】朝拝（1933 年中学校卒業アルバム）

【写真五】「立命館禁衛隊」第 30 号　1932（昭和 7）年 11 月発行
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六
〇
㎝
正
方
で
高
さ
一
ｍ
と
決
め
た
。
そ
し
て
、
こ
の
土
台
と
な
る
石
を
東
西
南
北
正
確
に
置
く
た
め
の
経
緯
儀
観
測
が
、
一

一
月
二
二
日
と
二
五
日
の
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
標
石
は
一
二
月
初
め
に
設
け
ら
れ
た
。

一
二
月
七
日
、
標
石
上
に
観
測
器
械
を
据
付
け
、
校
長
室
に
は
無
線
電
信
受
信
機
を
組
み
立
て
、
そ
の
夜
か
ら
よ
う
や
く
観

測
を
開
始
し
た
。
晴
天
の
日
で
な
け
れ
ば
観
測
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
日
数
は
予
定
の
二
倍
近
く
か
か
り
、
経
度
と
緯
度
の
観

測
が
終
了
し
た
の
は
一
二
月
二
七
日
で
あ
っ
た
。

測
定
終
了
後
、
中
川
校
長
か
ら
は
標
高
も
求
め
る
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の
標
高
測
定
を
実
施
し
た
の
が
一
二
月
三
一
日
。

ア
ネ
ロ
イ
ド
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
（
二
五
）
を
用
い
て
付
近
の
水
準
点
と
の
比
較
測
量
を
行
え
ば
容
易
な
は
ず
が
、
こ
の
水
準
点
を
確

認
す
る
の
が
当
時
で
は
困
難
だ
っ
た
よ
う
で
、
よ
う
や
く
の
こ
と
で
見
つ
け
だ
し
、
こ
の
水
準
点
と
学
校
の
標
石
の
間
を
往
復

し
て
測
定
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
デ
ー
タ
整
理
と
計
算
に
も
時
間
を
と
ら
れ
て
し
ま
い
、
完
了
し
た
の
は
三
月
二

〇
日
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

（
二
）
日
時
計
併
設
の
経
過

こ
こ
で
、
上
田
教
授
か
ら
「
花
崗
岩
の
標
石
に
矢
を
一
本
刻
む
だ
け
で
は
惜
し
い
の
で
、
こ
れ
と
兼
ね
て
日
時
計
を
置
い
て

は
ど
う
か
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
中
川
校
長
も
賛
成
し
た
。
そ
の
後
、
製
作
所
と
打
ち
合
わ
せ
に
も
二
ヶ
月
近
い
時
間
を
費

や
す
こ
と
と
な
り
、
製
作
所
が
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
の
は
七
月
に
は
い
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
方
、
経
度
緯
度
な
ど
の
数
値
を
記
す
た
め
に
、
別
に
金
属
の
文
字
盤
を
張
り
付
け
る
こ
と
が
決
ま
り
、
文
案
を
上
田
教
授

が
作
成
し
、
当
時
の
新
任
教
員
吉
田
芳
男
（
二
六
）
が
揮
毫
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
時
計
の
説
明
文
字
板
は
八
月
二
三
日
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に
完
成
し
て
取
り
付
け
ら
れ
た
が
、
共
に
材
質
は
砲
金
（
二
七
）
と
呼
ば
れ
る
硬
い
合
金
で
作
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
宮
城
方
位
標
を
依
頼
さ
れ
て
か
ら
約
一
〇
ヶ
月
の
月
日
を
要
し
て
、
日
時
計
と
共
に
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
八

月
に
完
成
し
た
の
で
あ
っ
た
【
写
真
七
、
八
、
九
】。

（
三
）
日
時
計
の
利
用
方
法

日
時
計
は
文
字
通
り
、
太
陽
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
簡
易
時
計
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
日
時
計
は
、
写
真

の
よ
う
に
花
崗
岩
の
上
に
設
置
さ
れ
た
丸
い
盤
で
、
こ
れ
が
時
計
の
文
字
盤
に
相
当
す
る
【
写
真
一
〇
】。
八
か
ら
四
ま
で
の
数

字
が
時
刻
を
表
し
、
そ
の
数
字
の
間
を
一
二
区
分
し
て
あ
る
。
そ
の
区
分
線
で
五
分
ま
で
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

【写真九】全教職員・生徒による朝拝「立命館
禁衛隊」第 46 号　1934（昭和 9）年 10 月発行

【写真八】現在でも文字が
しっかりと読み取れる方位標

【写真七】唯一の写真　1936（昭和 11）年
6 月発行の「立命館禁衛隊」第 65 号
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こ
れ
が
等
間
隔
で
な
い
の
は
、
影
の
動
く
速
さ
が
時
間
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
円
形
平
面
盤
の
上
に
三

角
柱
の
金
属
が
立
っ
て
い
て
、
日
が
あ
た
る
と
三
角
柱
の
影
が
文
字
盤
の
上
に
落
ち
て
時
刻
を
見
定
め
た
。
線
と
線
の
間
に
影

が
落
ち
た
時
は
、
大
体
の
目
分
量
で
何
分
か
を
想
像
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
【
写
真
一
一
】。

文
字
盤
の
上
に
は
日に
っ

晷き

時
刻
修
正
表
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
表
示
さ
れ
て
い
た
。
日
晷
と
は
太
陽
の
陰
と
い
う
意
で
、
昔
は
日

時
計
の
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
た
。
日
時
計
の
指
す
時
刻
は
、
毎
日
少
し
ず
つ
違
っ
て
く
る
の
で
、
そ
の
違
い
だ
け
を

補
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
修
正
表
と
い
う
も
の
が
必
要
と
な
っ
た
。
横
の
行
が
左
か
ら
右
へ
一
月
二
月
…
一
二

月
。
縦
の
行
は
上
か
ら
下
へ
一
日
二
日
…
三
一
日
ま
で
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
日
時
計
は
、
こ
の
修
正
表
の
数
値

で
補
正
す
れ
ば
、
一
年
中
の
時
刻
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
【
写
真
一
二
】。

こ
う
し
て
完
成
し
設
置
さ
れ
た
宮
城
方
位
標
・
日
時
計
で
あ
っ
た
が
、
日
時
計
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
、
ま
た
、
授

業
の
始
業
・
終
業
合
図
は
職
員
が
鐘
を
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
た
の
で
、
日
常
の
学
校
生
活
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
役
割
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
で
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
校
舎
を

す
べ
て
鉄
筋
三
階
建
に
改
築
し
た
時
、
北
校
舎
（
商
業
学
校
）
の
最
上
部
に
時
計
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
、
日
時
計
の
役
目

も
す
で
に
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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【写真一二】日晷時刻修正表 【写真一一】宮城方位標の金具跡と時刻
文字

【写真一〇】宮城方位標・日時計の全面
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（
四
）
す
べ
て
の
役
目
を
終
え
て

こ
う
し
て
、
日
時
計
ま
で
を
兼
ね
備
え
て
正
確
に
製
作
さ
れ
た
宮
城
方
位
標

は
、
終
戦
に
よ
っ
て
そ
の
役
目
が
す
べ
て
終
わ
り
、
戦
後
は
、
社
会
の
復
興
と

生
徒
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
だ
け
と
な
っ
た
【
写
真
一
三
】。
一
九
六
四
（
昭
和

三
九
）
年
に
は
、
北
大
路
通
に
面
す
る
校
地
南
側
に
四
階
建
の
校
舎
が
建
築
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
旦
移
動
さ
せ
ら
れ
た
宮
城
方
位
標
は
、
日
時
計
と
し
て

北
大
路
学
舎
正
門
を
入
っ
た
右
側
に
移
設
さ
れ
た
。
存
在
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
中
学
校
理
科
の
授
業
で
時
折
、
日
時
計
の
教
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た

く
ら
い
で
あ
っ
た
。

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
七
月
に
は
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
が
完
成
し
、
立
命

館
の
“
歴
史
の
語
り
部
”
と
し
て
の
役
目
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
宮
城
方
位

標
・
日
時
計
も
そ
の
ま
ま
新
天
地
へ
と
移
設
さ
れ
た
。
戦
前
に
は
、
生
徒
・
教

職
員
の
先
頭
に
あ
っ
て
存
在
感
を
誇
示
し
て
い
た
が
、
深
草
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

階
段
横
で
、
樹
木
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
守
り
続
け
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
【
写
真
一
四
】。

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
、
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
キ
ャ
ン
パ
ス
は
更
な
る
展
開
の
た
め
に
長
岡
京
市
へ
と
移
転
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
役
目
を
果
た
し
終
え
て
い
た
宮
城
方
位
標
・
日
時
計
は
、
線
路
と
隣
り
合
わ
せ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

片
隅
で
、
歴
史
の
語
り
部
と
し
て
、
西
園
寺
公
の
石
燈
籠
と
共
に
ひ
っ
そ
り
と
余
生
を
送
っ
て
い
る
【
写
真
一
五
、
一
六
】。 【写真一三】北大路学舎全景 1960 年
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【写真一六】西園寺公望公旧邸の石燈籠

【写真一五】長岡京キャンパス 
石燈籠と JR 東海道線をバックに

【写真一四】2012 年深草キャンパス　第 1 グラウンド
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第
三
章　

立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校　

北
大
路
校
舎
誕
生
物
語

二
〇
一
九
年
ま
で
に
三
度
の
移
転
を
経
て
き
た
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
が
、

京
都
法
政
大
学
の
付
属
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）

年
九
月
一
〇
日
で
、
そ
の
歴
史
の
中
で
六
六
年
間
に
わ
た
り
最
も
長
く
生
徒
た
ち

を
見
守
り
、
育
て
て
き
た
の
が
北
大
路
学
舎
（
一
九
二
二
年
八
月
～
一
九
八
八
年

七
月
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
北
大
路
学
舎
で
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
た
の
が
南
校
舎
で
、一
九
六
四（
昭

和
三
九
）年
九
月
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
前
月
に
竣
工
し
て
、そ
の
後
、一

九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
の
深
草
移
転
ま
で
の
二
四
年
間
「
新
館
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
【
写
真
一
七
】。

北
大
路
学
舎
で
生
徒
た
ち
の
生
活
の
中
心
で
あ
っ
た
の
は
北
と
東
の
校
舎
棟

（
普
通
教
室
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
校
舎
が
、
そ
れ
ま
で
の
木
造
二
階
建
か
ら
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
に
建
て
替
え
ら
れ
た
の
は
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
六
月

で
、
以
来
戦
中
戦
後
に
わ
た
り
、
昭
和
が
終
わ
る
ま
で
の
五
一
年
間
校
舎
と
し
て

の
役
目
を
果
た
し
て
き
た
。

【写真一七】北大路校舎　全景　1964 年（南館竣工記念）
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第
一
節
　
北
大
路
学
舎
へ
の
移
転

中
学
校
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
一
七
年
目
の
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
、
立
命

館
中
学
は
新
天
地
へ
の
大
移
転
を
行
っ
た
。そ
れ
ま
で
広
小
路
に
あ
っ
て
大
学（
夜

間
）
と
校
舎
を
共
用
し
て
い
た
が
、
大
学
が
大
学
令
に
よ
り
正
式
に
大
学
へ
昇
格

す
る
に
伴
い
、
昼
間
も
学
生
の
授
業
で
校
舎
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
こ
と
と
、
中
学
校
の
生
徒
数
増
で
校
舎
が
狭
隘
に
な
っ
た
こ
と
が
移
転
理
由
で

あ
っ
た
。

新
校
舎
の
所
在
地
は
上
京
区
小
山
上
総
町
（
現
在
は
北
区
）
で
、
移
転
の
二
〇

年
ほ
ど
前
に
は
愛
宕
郡
上
賀
茂
村
字
小
山
と
呼
ば
れ
る
広
大
な
田
圃
地
帯
で
あ
っ

た
。
校
舎
が
建
て
ら
れ
て
か
ら
運
動
場
の
狭
い
こ
と
に
気
付
き
、
同
窓
会
で
あ
る

清
和
会
が
慌
て
て
田
二
反
（
約
二
〇
㌃
）
を
購
入
し
て
寄
付
し
た
ほ
ど
で
あ
っ

た
（
二
八
）。
運
動
場
の
東
側
に
は
周
辺
の
田
に
水
を
ひ
く
た
め
の
小
川
が
流
れ
て
水

車
を
回
し
て
い
た
。
春
に
は
黄
色
い
菜
の
花
が
木
造
校
舎
を
つ
つ
み
、
空
気
は
澄

ん
で
常
に
涼
し
い
風
が
教
室
か
ら
青
田
へ
と
吹
き
ぬ
け
る
好
適
地
で
あ
っ
た
。
周

辺
に
は
東
南
に
真
宗
大
谷
大
学
（
現
大
谷
大
学
）、
西
南
に
師
範
学
校
（
二
九
）
が
あ
る
く
ら
い
で
、
校
舎
二
階
の
廊
下
に
立
て
ば
、

比
叡
山
や
植
物
園
、
鴨
川
が
校
庭
の
一
部
の
よ
う
に
眺
め
ら
れ
、
教
育
環
境
と
し
て
は
理
想
的
な
地
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
【
写
真
一
八
】。

【写真一八】北大路新校舎の校庭と生徒 
（その向こうに聳えるのが比叡山）
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第
二
節
　
校
舎
建
替
え
の
必
要
性

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
当
時
の
塩
崎
達
人
校
長
が
「
遠
か
ら
ず
し
て
学
校

は
そ
の
外
観
設
備
を
一
新
し
て
、
北
大
路
通
の
一
角
に
堂
々
た
る
壮
容
を
誇
示
す

る
に
到
る
と
思
ふ
」
と
予
言
し
た
（
三
〇
）
と
お
り
、
田
畑
の
真
ん
中
に
木
造
校
舎
が

建
設
さ
れ
て
か
ら
一
五
年
ほ
ど
で
、
立
命
館
中
学
校
は
建
替
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
改
築
に
は
二
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ
っ
た
。

（
一
）
入
学
者
数
減
少
対
策

立
命
館
で
は
当
時
の
社
会
情
勢
に
応
え
る
目
的
で
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年

に
北
大
路
の
校
地
内
に
商
業
学
校
を
設
立
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
一
〇
月
に
皮

肉
に
も
世
界
恐
慌
が
起
こ
り
、
そ
の
猛
威
は
日
本
に
も
厳
し
く
押
し
寄
せ
、
立
命

館
中
学
校
と
新
設
間
も
な
い
商
業
学
校
両
校
に
も
影
響
は
深
刻
に
現
れ
た
。
そ
れ

は
、
共
に
一
五
〇
名
の
募
集
に
対
し
て
志
願
者
と
入
学
者
が
表
五
の
よ
う
な
数
字

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

入
学
者
が
募
集
定
員
割
れ
、
そ
れ
も
半
数
以
下
と
い
う
状
況
に
よ
っ
て
教
職
員
の
生
活
ま
で
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
他
私
学
も
同
様
で
、
入
学
者
を
い
か
に
確
保
す
る
か
は
当
時
の
私
学
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
対
応
策
と
し
て
立
命
館
で
は
い
く
つ
か
の
改
修
や
改
善
が
行
わ
れ
た
。
授
業
の
開
始
終
了
を
伝
え
る
時
鐘
は
、
そ
れ
ま
で
教

【写真一九】昭和 8 年正門からの校庭と校舎 
（正門前に立つのは市電のための電柱）
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会
式
の
点
鐘
だ
っ
た
の
を
電
鈴
式
ベ
ル
に
改
め
ら
れ
、
自
転
車
置
場
が
拡
張
整
理
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
年

か
ら
体
育
正
課
と
し
て
剣
道
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
講
堂
は
剣
道
専
用
道
場
に
な
っ
た
。
道
場
内
部
に
は
、

西
園
寺
公
筆
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
下
中
央
に
は
禁
衛
隊
旗
（
立
命
館
禁
衛
隊
は
一
九
二
七
年
七
月
に

結
成
）
が
、
左
右
に
は
校
旗
が
立
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
従
来
の
銃
器
庫
が
木
骨
煉
瓦
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
（
三
二
）。

当
時
の
日
本
の
学
校
教
育
は
、
教
学
内
容
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
特
色
あ
る
教
育
で
他
校
に
差
を
つ
け
ら
れ

る
ほ
ど
に
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、
校
舎
の
建
替
え
な
ど
の
外
観
で
目
を
引
く
こ
と
が
、
最
も
簡
単
な
解

決
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
年
一
二
月
か
ら
中
学
校
・
商
業
学
校
両
校
の
講
堂
が
新
築
工
事
に

入
っ
た
。
工
事
経
費
は
七
千
円
以
上
に
の
ぼ
り
、
当
時
の
学
校
財
政
と
し
て
は
大
変
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
大
学
二
階
建
の
旧
講
堂
百
坪
の
木
材
を
利
用
し
て
こ
れ
に
拡
張
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一

月
中
に
竣
工
し
、
二
月
一
一
日
の
紀
元
節
の
日
に
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
新
設
の
講
堂
で
は
両
校
生

徒
全
員
が
一
堂
に
会
し
、
清
和
会
総
会
も
将
来
的
に
開
か
れ
る
と
い
う
予
定
で
あ
っ
た
。

（
二
）
強
固
な
校
舎
対
策

も
う
一
つ
の
理
由
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
九
月
二
一
日
に
京
都
市
内
を
直
撃
し
た
室
戸
台
風
で
あ
っ
た
。

「
昭
和
の
三
大
台
風
」
と
言
わ
れ
る
こ
の
台
風
は
、
午
前
八
時
半
頃
に
京
都
市
内
で
の
最
大
瞬
間
風
速
四
二
・
一
ｍ
／
秒
の
猛
威

表五　各校三年間の志願者・入学者推移（注三一）

中学校 商業学校
１9２9 年 １9３0 年 １9３１ 年 １9２9 年 １9３0 年 １9３１ 年

志願者 ２３４ 名 １１0 名 ５１ 名 １6３ 名 １５４ 名 １１6 名
入学者 １５7 名 87 名 ４6 名 １09 名 １３9 名 98 名
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を
ふ
る
い
、京
都
市
内
の
小
学
校
で
児
童
一
一
二
名
教
員
三
名
の
死
者
を
だ
し
、学

校
の
倒
壊
一
三
校
、
大
破
三
八
校
と
い
う
京
都
の
災
害
史
上
最
悪
の
被
害
を
残
し

た
の
で
あ
っ
た
（
三
三
）。

こ
の
被
害
を
う
け
て
、
京
都
市
内
の
公
立
小
中
学
校
で
は
校
舎
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
へ
の
改
築
の
必
要
性
が
急
速
に
広
が
り
、
京
都
市
も
そ
の
た
め
の
予
算
化

を
急
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
校
舎
周
辺
の
開
発
が
目
覚
し
く
、
近
接
地
に
木

造
家
屋
の
密
集
的
建
設
が
進
み
、
火
災
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
改
築
化

を
加
速
さ
せ
て
い
た
。

立
命
館
の
学
園
関
係
者
も
こ
の
こ
と
を
痛
感
し
て
い
て
、
翌
年
が
学
園
創
立
三

五
周
年
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
北
大
路
校
舎
の

建
替
え
計
画
が
具
体
的
に
進
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
将
来
を
見
通
し
た
対
策

こ
れ
ら
（
一
）、（
二
）
に
加
え
て
さ
ら
に
重
要
な
位
置
づ
け
と
さ
れ
た
の
が
、
戦
時
態
勢
へ
の
学
校
と
し
て
の
役
割
で
あ
っ

た
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
が
公
布
さ
れ
る
や
、
立
命
館
で
は
逸
早
く
申
請
書
を
提
出
し

て
い
る
（
三
四
）。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
た
が
、
そ
の
翌
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
一
年
生
か
ら

五
年
生
ま
で
で
週
五
時
間
（
三
〇
時
間
～
三
五
時
間
の
授
業
時
数
）
の
体
操
・
教
練
（
軍
事
教
練
）
が
新
設
さ
れ
た
。

【写真二〇】講堂建設前、旧校舎校庭での剣道授業 
（昭和初期）
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こ
の
よ
う
に
軍
事
教
練
を
率
先
し
て
取
り
入
れ
て
い
た
立
命
館
で
は
、
そ
の
鍛

え
ら
れ
た
姿
を
広
く
市
民
へ
誇
示
す
る
場
を
設
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
九
三

五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
〇
月
一
一
、
一
二
日
に
は
、
授
業
の
中
で
当
時
の
府
下
の

学
校
に
配
属
さ
れ
て
い
た
将
校
、
各
校
の
教
練
担
当
教
員
な
ど
一
〇
〇
名
以
上
が

招
待
さ
れ
て
、
軍
事
教
練
の
成
果
を
防
空
演
習
と
し
て
実
施
し
た
。
敵
機
空
襲
を

想
定
し
て
実
物
に
近
い
高
射
砲
、
高
射
機
関
銃
、
聴
音
機
な
ど
を
駆
使
し
て
の
訓

練
で
、
京
都
府
下
で
は
最
大
規
模
の
演
習
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
立
命
館
中

学
校
・
商
業
学
校
は
全
国
で
も
軍
事
教
練
の
最
先
端
学
校
に
発
展
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
、
皇
室
中
心
主
義
の
教
育
を
進
め
る
学
校
と
し
て
大
き
く
新
聞
に
も
紹
介

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
三
五
）。

こ
う
し
た
実
践
を
進
め
る
こ
と
と
新
校
舎
の
建
設
と
が
、
そ
の
後
の
生
徒
募
集

に
と
っ
て
大
き
な
広
報
活
動
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節
　
期
待
さ
れ
る
学
校
・
校
舎

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
の
建
設
は
、
生
徒
た
ち
が
毎
日
そ
の
進
捗
を
目
に
す
る
中
で
順
調
に
進
ん
で
い
っ
た
。
当
初
の
計

画
に
加
え
、
講
堂
（
一
階
に
銃
器
庫
や
医
務
局
、
二
階
に
大
講
堂
）
も
追
加
で
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
完
成
し
た
講
堂

は
、
京
都
府
下
の
学
校
に
あ
っ
て
最
大
規
模
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
医
務
局
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
な

【写真二一】全校生徒による旧校舎校庭での行進練習 
（昭和初期）
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ど
の
診
察
器
具
を
備
え
た
立
命
館
学
園
の
最
高
医
務
施
設
で
、
全
国
の
学
校
で
も
先

進
的
な
設
備
と
体
制
を
整
え
た
学
校
に
な
っ
た
の
で
あ
る（
三
六
）。な
お
、図
面
に
あ
る

西
校
舎
は
、
後
に
上
賀
茂
に
設
立
さ
れ
る
立
命
館
第
二
中
学
校
（
戦
後
の
神
山
中
学

校
・
高
等
学
校
）
の
校
舎
と
し
て
移
築
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

①
第
一
期
工
事　

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
六
月
竣
工

東
校
舎
（
中
学
校
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
一
八
教
室
【
写
真
二
三
】

②
第
二
期
工
事　

 

一
九
三
七
年
一
月
着
工
で
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
二
月

末
竣
工

北
校
舎
（
商
業
学
校
） 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
二
一
普
通
教
室　

三
特
別
教
室
【
写
真
二
四
】

西
校
舎　

一
階　

銃
器
庫
、
医
務
局
【
写
真
二
五
】、
実
験
室
、
地
歴
教
室

二
階　

大
講
堂　
（
二
三
六
坪
で
京
都
府
下
第
一
の
規
模
）【
写
真
二
六
】

地
下　

射
撃
場　

地
下
道　
（
生
徒
用
食
堂
と
し
て
も
利
用
）

こ
の
新
校
舎
は
二
千
人
が
収
容
で
き
る
よ
う
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
設
計
に
は
配
属
将
校
な
ど
の
軍
人
の
意
見
が
多
数

採
用
さ
れ
た
。
地
下
に
は
銃
器
庫
と
兵
器
庫
が
あ
り
、
空
襲
の
際
に
は
地
下
道
が
校
舎
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
な
く
防
空
壕
の
役
目

【写真二二】鉄筋建替え後の北大路学舎図 
（史資料センター所蔵　制作年不明）
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も
果
た
し
、
軍
事
教
練
と
し
て
大
事
な
射
撃
訓
練
が
校
内
で
実
施
で
き
る
よ
う
に
射
撃
場
が
設
け
て
あ
っ
た
。
年
間
で
数
発
の

実
射
を
行
う
訓
練
は
、
通
常
の
学
校
で
は
校
外
の
特
別
の
場
所
ま
で
出
向
い
て
い
た
が
、
軍
事
教
練
を
強
調
す
る
立
命
館
と
し

て
は
、
地
下
射
撃
場
が
学
校
の
看
板
的
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
北
大
路
学
舎
は
、
将
来
の
戦
争
に
備
え
た
軍
事
基

地
的
要
素
を
も
っ
て
建
設
さ
れ
た
学
舎
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

新
校
舎
建
築
は
、
当
時
の
金
額
で
三
〇
余
万
円
（
現
在
で
は
約
四
億
円
）
を
要
す
る
大
工
事
で
あ
っ
た
。
学
園
総
長
で
あ
り

中
学
校
商
業
学
校
校
長
で
も
あ
っ
た
中
川
小
十
郎
の
決
断
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
学
園
関
係
者
も
資
金
捻
出
の
た
め
に
苦
心
し
、

不
足
分
に
は
学
債
の
募
集
が
行
わ
れ
、
寄
付
集
め
の
た
め
だ
け
の
同
窓
会
と
い
う
印
象
を
さ
け
た
い
と
考
え
て
い
た
清
和
会
も
、

こ
れ
に
は
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
（
三
七
）、そ
れ
で
も
不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は
、銀
行
か
ら
の
借
入
れ
ま
で
行
っ
た
（
三
八
）。

こ
う
し
て
耐
火
耐
震
も
備
え
て
完
成
し
た
新
校
舎
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
新
学
期
か
ら
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
こ

の
年
は
ま
た
立
命
館
の
付
属
学
校
が
大
き
く
成
長
発
展
を
す
る
年
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
四
月
の
夜
間
中
学
校
（
後
に
立
命
館

第
四
中
学
校
）
と
商
業
学
校
夜
間
部
の
創
設
で
あ
る
（
三
九
）。
当
時
の
夜
間
中
学
校
は
、
京
都
府
内
で
二
中
（
現
鳥
羽
高
校
）
と
三

中
（
現
山
城
高
校
）
の
二
校
で
、
私
学
で
は
立
命
館
だ
け
で
あ
っ
た
。
創
立
者
中
川
小
十
郎
は
学
校
創
立
時
か
ら
勤
労
者
教
育

を
非
常
に
重
ん
じ
て
い
た
の
で
、
夜
間
学
校
の
開
設
は
教
育
者
と
し
て
の
夢
を
更
に
広
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
の
中
学
校
で
は
募
集
一
六
〇
名
に
対
し
て
入
学
者
三
二
一
名
（
志
願
者
三
五
二
名
）、
商
業
学
校
で
は
募
集
一
五
〇
名

に
対
し
て
入
学
者
三
一
九
名
（
志
願
者
三
八
一
名
）
で
、
生
徒
数
は
景
気
の
回
復
と
と
も
に
急
増
し
て
い
っ
た
（
四
〇
）。
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【写真二四】北校舎前校庭に立つ中川校長 
（地面の四角形は地下道への光窓）

【写真二三】東校舎
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【写真二五】全国的にも最高の設備を備えていた医務局

【写真二六】講堂（2 階が講堂、1 階が銃器庫・医務局など）
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第
四
節
　
戦
争
と
北
大
路
学
舎

ま
だ
ま
だ
瓦
屋
根
の
民
家
が
多
く
、
高
い
建
築
物
が
な
か
っ
た
昭
和
一
〇
年
代
の
北
大
路
烏
丸
に
聳
え
る
よ
う
に
建
つ
白
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
の
校
舎
は
、
北
大
路
通
や
烏
丸
通
を
走
る
遠
く
の
路
面
電
車
か
ら
も
大
き
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
見
え
た

こ
と
だ
ろ
う
【
写
真
二
七
】。

学
校
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
な
る
学
校
外
壁
の
色
の
選
択
に
も
師
団
参
謀
部
の
意
見
を
伺
っ
て
い
て
、
そ
の
結
果
は
新
聞
で
「
最

近
徒
ら
に
美
観
の
み
を
誇
っ
て
敵
機
に
素
早
く
感
知
さ
れ
る
や
う
な
明
粧
建
築
物
の
増
加
す
る
折
柄
、
目
下
建
築
中
の
立
命
館

中
学
校
が
一
朝
有
事
の
際
を
考
慮
し
て
そ
の
建
築
外
面
を
上
空
か
ら
感
知
さ
れ
な
い
や
う
な
擬
装
色
と
な
す
こ
と
に
な
っ
た
」

と
紹
介
さ
れ
て
い
た
（
四
一
）。
校
庭
（
運
動
場
）
の
色
と
同
じ
よ
う
に
見
せ
る
た
め
に
校
舎
の
屋
上
に
は
土
が
敷
か
れ
て
い
た
。
校

庭
の
隅
に
は
五
百
挺
の
小
銃
と
弾
薬
が
一
時
に
隠
匿
で
き
る
地
下
室
が
設
け
ら
れ
、
屋
上
に
は
空
襲
監
視
の
望
楼
が
建
設
さ
れ

る
な
ど
そ
の
徹
底
ぶ
り
は
、
学
舎
と
し
て
は
突
出
し
て
い
た
【
写
真
二
八
】。
当
時
の
新
聞
に
は
「
竣
工
の
上
は
空
襲
戦
時
の
有

事
に
役
立
つ
全
国
に
も
稀
な
模
範
的
校
舎
と
し
て
各
方
面
か
ら
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
」
と
賞
賛
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
四
二
）。

多
く
の
生
徒
た
ち
が
待
ち
望
ん
だ
新
校
舎
で
あ
っ
た
が
、
な
か
に
は
「
そ
の
建
築
に
す
こ
し
の
建
築
美
と
い
ふ
や
う
な
も
の

も
な
く
、
た
だ
単
に
昔
な
が
ら
の
学
校
風
の
建
て
方
に
流
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
平
凡
至
極
な
ひ
ら
べ
っ
た
な
細
長

い
校
舎
を
見
て
入
る
よ
り
は
そ
こ
に
い
く
分
な
り
と
も
芸
術
味
を
加
味
し
た
も
の
の
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
方
が
気
分
に
大
変
な
差

が
で
き
る
」（
四
三
）
と
い
う
生
徒
の
失
望
の
声
も
あ
っ
た
。
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【写真二八】陸軍現役将校学校配属令公布 15 周年御親閲（昭和 14 年 5 月）

【写真二七】新校舎完成後の北大路学舎全景（昭和 13 年）
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第
五
節
　
そ
し
て
「
さ
よ
な
ら
北
大
路
学
舎
」

北
大
路
学
舎
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
痛
々
し
い
姿
に
変
わ
っ
て
い
た
。
軍
需
生
産
の
工
場
と
し
て
機
械
を
い
れ
る
た
め
に
校
舎

の
窓
や
扉
は
壊
さ
れ
、
空
襲
を
避
け
る
た
め
校
舎
の
壁
面
に
迷
彩
が
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
生
徒
た
ち
の
う
ち
で
三
年
生

以
上
は
学
徒
勤
労
動
員
で
各
地
の
工
場
へ
、
二
年
生
以
下
は
農
作
業
の
手
伝
い
に
駆
り
出
さ
れ
、
主
役
で
あ
る
生
徒
た
ち
が
い

な
い
学
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
終
戦
と
な
っ
て
生
徒
た
ち
が
戻
っ
て
き
て
、
教
職
員
と
一
緒
に
な
っ
て
学
校
の
再
建
へ
と
歩
み
だ
し
た
。
一
九
四

八
（
昭
和
二
三
）
年
か
ら
発
足
し
た
夜
間
高
校
に
は
、
向
学
の
意
欲
に
燃
え
る
勤
労
青
年
た
ち
が
集
ま
り
、
夜
遅
く
ま
で
こ
う

こ
う
と
輝
く
教
室
の
明
か
り
は
、
戦
後
の
北
大
路
の
夜
の
名
物
風
景
に
も
な
っ
た
。
中
川
小
十
郎
の
教
育
へ
の
夢
は
、
戦
後
の

新
し
い
教
育
へ
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
【
写
真
二
九
】。

北
大
路
学
舎
は
、
こ
の
地
で
戦
後
の
平
和
と
民
主
主
義
へ
の
歩
み
と
共
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
の
道
を
乗
り
越
え
な
が
ら
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
努
力
と
成
果
を
継
承
し
な
が
ら
、
二
一
世
紀
を
展
望
し
教
育
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
よ

り
良
い
学
校
環
境
で
男
女
共
学
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
学
校
移
転
を
決
意
し
た
。

こ
う
し
て
北
大
路
学
舎
は
六
六
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
新
し
い
教
育
へ
の
夢
を
も
っ
て
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
に
さ

ら
な
る
新
天
地
深
草
へ
と
移
転
し
た
の
で
あ
っ
た
【
写
真
三
〇
】。
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【写真三〇】中高全生徒と教職員による人文字

【写真二九】定時制高校での授業風景（1960 年　卒業アルバム）
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第
四
章　

立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
の
「
御
楯
の
井
」 

―
井
戸
に
あ
ら
わ
れ
た
中
川
小
十
郎
の
教
育
観
―

第
一
節
　
被
災
者
を
救
っ
た
井
戸
水

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
七
月
三
一
日
、
四
国
を
襲
っ
た
強
力
な
豪
雨
は
、
松
山
で
死
者
行
方
不
明
者
二
三
名
を
だ
し
、
翌

八
月
一
日
は
神
戸
・
三
宮
で
川
の
堤
防
決
壊
な
ど
の
被
害
を
広
げ
、
一
日
夜
か
ら
二
日
に
か
け
て
の
京
都
で
は
暴
風
雨
と
な
っ

て
更
に
猛
威
を
振
る
っ
た
。

こ
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
京
都
市
内
に
流
れ
る
高
野
川
が
氾
濫
し
、
川
底
に
引
か
れ
て
い
た
導
水
管
（
上
水
道
の
た
め
の
大
鉄

管
）
が
破
壊
し
た
た
め
、
松
ヶ
崎
浄
水
場
（
四
四
）
か
ら
の
送
水
が
不
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
被
害
者
が
二
五
万
人
に
も
達

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
四
五
）。
こ
の
時
の
市
内
で
は
、
他
に
も
白
川
、
天
神
川
、
安
祥
寺
川
な
ど
い
く
つ
も
の
川
が
決
壊
し
て
い

た
が
、
導
水
管
の
破
壊
に
よ
っ
て
、
北
大
路
通
以
北
一
帯
の
水
道
が
八
月
二
日
夜
か
ら
全
部
断
水
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

八
月
三
日
早
朝
、
中
川
小
十
郎
校
長
の
判
断
と
倉
橋
勇
蔵
主
事
（
四
六
）
の
臨
機
の
処
置
に
よ
っ
て
学
校
の
井
戸
水
を
付
近
住
民

に
供
給
す
る
こ
と
と
し
て
、
正
門
の
他
に
非
常
門
を
開
放
し
、
給
水
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
広
報
す
る
た
め
に
職
員

を
学
校
周
辺
の
住
宅
へ
触
れ
て
回
ら
せ
た
（
四
七
）。
掲
示
板
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。

「
浄
水
道
断
水
の
た
め
飲
料
水
に
御
不
自
由
の
方
は
御
遠
慮
な
く
本
校
の
井
水
を
お
使
ひ
下
さ
い
」

こ
れ
に
よ
り
二
、〇
〇
〇
人
以
上
の
市
民
が
救
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
【
写
真
三
一
、
三
二
】。
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【写真三二】京都日出新聞 
1938（昭和 13）年 8 月 6 日付

【写真三一】当時の正門付近の様子 
「立命館禁衛隊」第 86 号 1938（昭和 13）年 9 月発行
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第
二
節
　「
御
楯
の
井
」
と
立
命
館

非
常
用
飲
料
水
と
な
っ
た
井
戸
水
は
、
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
で
は
「
御
楯
の

井
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
〇
月
に
天
皇
が
京
都

に
滞
在
し
た
時
に
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
の
校
地
内
に
掘
削
さ
れ
た
も
の
で
【
写

真
三
三
】、
名
の
由
来
は
万
葉
集
の
防
人
の
歌
「
今
日
よ
り
は
か
へ
り
み
な
く
て
大
君
の

し
こ
の
御
楯
と
出
で
立
つ
わ
れ
は
」（
四
八
）
に
因
ん
で
中
川
校
長
が
命
名
し
た
の
で
あ
っ

た
【
写
真
三
四
】。

井
戸
は
、
開
削
後
に
市
の
衛
生
試
験
所
で
検
査
を
受
け
、
飲
料
水
に
も
適
し
て
い
る

と
証
明
さ
れ
て
い
た
が
、
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
で
は
中
川
校
長
の
指
示
に
よ
っ

て
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
九
月
一
日
か
ら
禊み
そ
ぎ

に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
禊
は
そ
の
方

法
か
ら
す
れ
ば
冷
水
摩
擦
で
、
昔
か
ら
の
健
康
法
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
を
中
学
校
・
商
業
学
校
で
は
、
中
川
校
長
が
禊
と
呼
ん
で
、
神

官
が
神
に
奉
仕
す
る
前
に
身
を
清
め
る
と
い
う
大
切
な
行
事
と
同
じ
よ

う
に
心
を
清
め
る
修
行
と
し
、
体
も
鍛
え
る
行
事
と
し
て
生
徒
た
ち
に

励
行
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

新
入
生
は
、
午
前
七
時
前
に
登
校
し
、
こ
の
禊
を
行
っ
て
い
た
【
写

真
三
五
】。
正
門
を
入
っ
て
左
手
奥
に
「
御
楯
の
井
」
が
あ
り
、
禊
が
行

【写真三三】『立命館要覧』1934（昭和 9）年版
に掲載された「御楯の井」

【写真三四】万葉集の歌が刻まれ
た「御楯の井」の碑 

（立命館 史資料センター）
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【写真三六】運動場の境界に建てられていた禁
衛隊道場の碑（立命館 史資料センター）

【写真三五】禊を行う生徒たち『立命館禁衛隊』
第 58 号　1935（昭和 10）年 11 月発行
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わ
れ
る
校
庭
の
西
側
は
禁
衛
隊
道
場
の
「
西
の
道
場
」【
写
真
三
六
】
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
禊
が
終
わ
れ
ば
、
全
生
徒
教
職

員
が
皇
居
に
向
か
っ
て
遥
拝
を
行
う
の
で
あ
っ
た
【
写
真
三
七
】。

立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
で
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
八
月
に
京
都
市
が
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
三
ヶ
月
前
に
、
耐

火
耐
震
に
備
え
た
鉄
筋
三
階
建
で
二
、〇
〇
〇
名
を
収
容
す
る
校
舎
（
第
三
章
参
照
）
が
完
成
し
て
い
た
。
同
月
に
は
、
立
命
館

中
学
校
・
商
業
学
校
で
は
中
川
校
長
の
発
案
で
竹
製
ラ
ン
ド
セ
ル
を
生
徒
た
ち
に
使
用
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
国
策
に
沿
っ
た

目
的
で
皮
革
の
節
約
を
す
る
も
の
で
、
続
い
て
六
月
に
は
登
下
校
で
の
下
駄
や
草
履
を
京
都
府
下
で
一
番
に
実
施
し
て
い
た
。

鉄
筋
校
舎
の
建
て
ら
れ
た
校
庭
の
下
に
は
地
下
道
が
、
将
来
の
戦
争
に
備
え
て
生
徒
た
ち
や
近
隣
住
民
が
避
難
で
き
る
防
空

壕
に
も
で
き
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
た
。「
御
楯
の
井
」
も
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
更
に
掘
削
を
進
め
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
汲
み
上
げ
と

配
水
管
と
蛇
口
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
が
神
聖
な
水
と
し
て
禊
に
使
用
し
て
い
た
「
御
楯
の

井
」
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
緊
急
事
態
に
あ
っ
て
、
人
々
を
救
う
水
と
し
て
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
【
写
真
三
八
】。

結
局
、
断
水
期
間
は
六
昼
夜
続
き
、
八
月
九
日
の
朝
、
よ
う
や
く
上
水
道
の
給
水
が
復
旧
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
川
校
長

は
、
未
曾
有
の
大
惨
事
と
な
っ
た
関
東
大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
公
共
建
造
物
に
は
井
戸
の
設
備
が
必
要
と
以
前
か
ら
説

い
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
な
断
水
が
そ
の
よ
い
例
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
っ
た
。「
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
の
非
常
給
水
の
状

況
は
、
鈴
木
敬
一
京
都
府
知
事
を
通
じ
て
荒
木
貞
夫
文
部
大
臣
（
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
）
へ
報
告
」
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
（
四
九
）。
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【写真三七】禊の後、皇居に向かって遥拝　1934（昭和 9）年頃
生徒たちの向こうに並ぶのは禊のための個人用バケツ

【写真三八】臨時の給水所の様子『立命館禁衛隊』第 86 号
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第
三
節
　
そ
の
後
の
「
御
楯
の
井
」

終
戦
後
、
こ
の
「
御
楯
の
井
」
は
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
に
よ
る
検
閲
を
恐

れ
た
学
校
関
係
者
に
よ
っ
て
早
急
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。後
に
は
、井

戸
が
あ
っ
て
銃
な
ど
の
武
器
が
投
げ
込
ま
れ
て
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
話
だ
け
が

伝
説
の
よ
う
に
長
く
語
り
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
井
戸
が
な
く
な
っ
た
後
、

「
御
楯
の
井
」
の
碑
は
、
北
大
路
の
校
舎
の
片
隅
に
置
か
れ
、
生
徒
た
ち
の
ベ
ン

チ
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
た
。
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
伴
っ
て
移
さ
れ
た
が
、

通
用
門
の
横
で
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
、
戦
前
の
貴
重
な
学
園
史
を
語
る
資
料
と
し
て
史

資
料
セ
ン
タ
ー
に
移
さ
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
保
存
さ
れ
て
い
る
【
写
真
三
九
】。

第
五
章　

付
属
学
校
と
中
等
学
校
野
球 

―
学
監
小
西
重
直
と
校
長
中
川
小
十
郎
に
み
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
（
野
球
）
観
―

第
一
節
　
立
命
館
と
中
等
学
校
野
球

す
で
に
第
一
〇
〇
回
（
二
〇
一
八
年
開
催
）
を
越
え
る
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
（
一
九
四
二
年
か
ら
四
五
年
は
戦

争
の
た
め
中
断
）
は
、「
夏
の
甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
歴
史
か
ら
高
校
生
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
と
つ
の
象
徴
と
し
て
発
展
し
て

き
た
。
旧
学
制
が
残
る
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
ま
で
は
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
（
以
下
、
全
国
中
等
野
球
大
会
）

【写真三九】「御楯の井」が
刻字された碑 

（立命館 史資料センター）
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と
い
う
名
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。
立
命
館
の
付
属
学
校
は
、
こ
の
全
国
大
会
代
表
を
決
め
る
京け
い

津し
ん

大
会
（
一
九
七
二
年
ま
で
は

京
都
と
滋
賀
と
の
代
表
一
校
が
全
国
出
場
）
に
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
第
一
回
大
会
か
ら
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
第
二

一
回
大
会
ま
で
連
続
出
場
し
て
い
た
が
、
翌
年
の
第
二
二
回
大
会
か
ら
不
参
加
と
な
っ
て
い
た
。
戦
前
の
全
国
大
会
に
は
、
夏

の
大
会
二
回
、
選
抜
大
会
で
一
回
出
場
し
て
い
る
。

立
命
館
が
中
等
野
球
大
会
の
参
加
校
に
再
び
名
を
連
ね
た
の
は
、
戦
後
に
再
開
さ
れ
る
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
の
第
二

八
回
大
会
（
大
会
名
は
翌
年
か
ら
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
改
称
）

か
ら
と
な
る
。

第
二
節
　
野
球
部
の
創
設
（
運
動
部
の
草
創
期
）

現
在
の
立
命
館
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
（
全
国
的
に
戦
前
の
中
等
学
校
は
主

に
硬
式
野
球
）
は
、
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
私
立
清
和
普

通
学
校
が
設
立
さ
れ
た
翌
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
、
清
和
中
学
校
の
開
校

時
に
は
創
設
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
（
五
〇
）。

創
部
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
熱
心
な
卒
業
生

た
ち
が
時
々
技
術
指
導
に
き
て
く
れ
る
程
度

で
あ
っ
た
。
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
清

和
中
学
校
か
ら
私
立
立
命
館
中
学
へ
と
校
名

【写真四一】中学校野球部の最古の写真（広小路学舎時
代　1917 年）胸の KRMS は Kyoto Ritsumeikan Middle 

School の略（「立命館中学の過去現在及び将来」）

【写真四〇】 
学監小西重直
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が
改
称
さ
れ
、
京
都
帝
国
大
学
か
ら
教
育
学
教
授
小
西
重
直
が
学
監
（
五
一
）
と
し
て
就
任
し
た
。

そ
の
時
の
学
校
の
教
育
方
針
の
中
に
「
運
動
を
奨
励
し
元
気
を
振
起
せ
し
む
る
こ
と
」
と
い
う
目
標
も
含
ま
れ
て
い
た
（
五
二
）。

し
か
し
、
現
実
の
運
動
部
の
活
動
は
容
易
に
結
果
が
だ
せ
ず
、
小
西
学
監
が
就
任
し
て
三
年
目
の
当
時
の
新
聞
に
は
次
の
よ
う

な
厳
し
い
記
事
が
書
か
れ
て
い
た
。

「
市
内
の
私
立
中
学
で
は
、
立
命
館
中
学
、
東
山
中
学
等
は
未
だ
運
動
部
と
し
て
見
る
可
き
も
の
が
な
い
。
殊
に
立
命
館
中

学
の
如
き
は
市
内
各
中
学
の
運
動
部
に
其
の
存
在
さ
へ
認
め
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。」（
五
三
）。

第
三
節
　
大
正
後
期
に
お
け
る
野
球
部
の
隆
盛
（
運
動
部
の
黄
金
期
）

小
西
学
監
は
、
運
動
部
の
活
動
は
「
生
徒
の
自
治
に
ま
か
せ
学
校
は
成
る
べ
く
之
に
干
渉
せ
ざ
る
を
方
針
と
し
」、
学
校
と
し

て
は
「
運
動
各
部
の
発
達
に
つ
き
て
は
出
来
る
だ
け
こ
れ
が
奨
励
と
援
助
」
と
を
お
し
ま
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
野

球
部
に
は
「
勝
負
の
念
に
駆
ら
る
る
や
徒
に
目
的
の
た
め
に
手
段
を
択
ば
ざ
る
陋ろ
う

劣れ
つ

狡こ
う

獪か
い

の
風
に
陥
り
、
又
、
い
わ
ゆ
る
応
援

団
な
る
者
の
粗
暴
野
蛮
の
行
動
に
出
づ
る
等
の
憂
な
き
に
あ
ら
ず
」（
陋
劣
狡
獪
＝
卑
劣
で
悪
賢
い
）
と
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し

な
が
ら
も
「
本
校
は
深
く
こ
の
点
を
戒
め
、
選
手
も
応
援
者
も
共
に
正
々
堂
々
の
態
度
を
執
ら
ん
こ
と
に
努
め
し
む
」
と
特
別

の
指
導
を
進
め
る
と
し
て
い
る
（
五
四
）。

そ
の
後
、
小
西
実
践
は
学
習
面
で
進
学
率
向
上
の
大
き
な
成
果
を
出
す
だ
け
で
な
く
、
運
動
面
で
も
着
々
と
成
果
を
上
げ
る

よ
う
に
な
り
、就
任
一
〇
年
後
に
は
驚
く
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た（
五
五
）。野
球
部
だ
け
を
み
て
も
全
国
大
会
予
選
の
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京
津
大
会
で
は
以
下
の
よ
う
な
戦
績
を
残
し
て
い
る
。

立
命
館
中
学
は
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
か
ら
の
奈
良
遠
征
に
始
ま
り
、

大
阪
や
名
古
屋
、
東
京
に
ま
で
遠
征
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
京
都
の
三
高
や

大
学
へ
進
学
後
も
野
球
を
続
け
て
い
る
卒
業
生
た
ち
が
練
習
で
の
コ
ー
チ
を

担
当
し
、
そ
の
実
力
を
高
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
五
六
）。

そ
し
て
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
、
つ
い
に
立
命
館
中
学
は
彦
根
中
学

（
滋
賀
）
に
勝
利
し
て
初
の
全
国
大
会
出
場
権
（
第
八
回
大
会
）
を
獲
得
し
た

の
で
あ
っ
た
（
表
六
）。

第
四
節
　
立
命
館
中
学
の
全
国
大
会
で
の
活
躍

当
時
の
全
国
中
等
野
球
大
会
は
兵
庫
県
の
鳴
尾
球
場
（
現
西
宮
市
）
で
開
催
さ
れ
て
い
た
（
五
七
）。
中
等
学
校
野
球
へ
の
人
気
は

年
々
高
ま
っ
て
い
て
、
第
八
回
大
会
の
予
選
参
加
が
二
二
九
校
（
第
一
回
は
七
一
校
）
で
、
全
国
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

代
表
一
六
校
（
満
州
と
朝
鮮
の
代
表
も
含
む
）
で
の
開
催
で
あ
っ
た
。
高
ま
る
野
球
熱
に
よ
っ
て
不
正
参
加
が
発
生
し
た
た
め
、

予
選
か
ら
参
加
規
定
が
厳
し
く
改
正
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
五
八
）。

立
命
館
中
学
は
、
一
回
戦
で
南
満
州
工
業
を
六
対
三
で
破
っ
た
。
二
回
戦
（
準
々
決
勝
）
の
相
手
は
、
大
会
連
覇
を
狙
う
和

歌
山
中
学
。
一
対
四
で
の
敗
戦
で
あ
っ
た
が
、
優
勝
候
補
を
相
手
に
し
て
の
善
戦
だ
っ
た
と
い
え
る
（
表
七
）。

こ
の
試
合
が
終
了
し
て
退
場
の
際
、
立
命
館
の
選
手
と
応
援
団
一
同
が
場
内
清
掃
（
ゴ
ミ
集
め
、
清
掃
な
ど
）
を
し
た
こ
と

表六　第 10 回までの大会出場成績
大会 京津大会

第 １ 回 １9１５ 年 大正 ４ １ 回戦負け
第 ２ 回 １9１6 年 大正 ５ ベスト ４
第 ３ 回 １9１7 年 大正 6 ベスト ４
第 ４ 回 １9１8 年 大正 7 ベスト ４
第 ５ 回 １9１9 年 大正 8 １ 回戦負け
第 6 回 １9２0 年 大正 9 ベスト 8
第 7 回 １9２１ 年 大正 １0 ベスト ４
第 8 回 １9２２ 年 大正 １１ 優勝
第 9 回 １9２３ 年 大正 １２ 優勝
第 １0 回 １9２４ 年 大正 １３ 準優勝

＊ 第 １ 回大会に参加した京都の私学は、立
命館、同志社、大谷、東山、平安の ５ 校。

＊ 第 ４ 回は地方での予選大会後に米騒動が
起こったため、全国大会は中止。

212



が
立
派
な
態
度
で
あ
っ
た
と
翌
朝
の
新
聞
に
報
道
さ
れ
、
大
会
関
係
者
か
ら
も
大
き
く
賞
賛
さ
れ
て
い
る
（
五
九
）。

当
時
の
立
命
館
で
は
、「
応
援
が
一
般
的
に
節
制
な
く
粗
暴
野
卑
に
流
れ
や
す
く
、
秩
序
を
乱
し
競
技
の
妨
害
と

な
り
や
す
い
と
し
て
、
予
め
責
任
者
を
定
め
て
応
援
歌
を
合
唱
し
、
個
人
の
気
ま
ま
な
放
言
を
禁
じ
、
勤マ
マ

め
て

節
制
の
あ
る
行
動
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」（
六
〇
）
と
し
、野
球
の
応
援
に
野
次
と
喧
嘩
が
絶
え
な
か
っ
た
当
時
に

あ
っ
て
、
応
援
マ
ナ
ー
と
し
て
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

小
西
学
監
に
よ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
は
勝
敗
の
み
を
追
求
す
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
生
き
方
を
学
ぶ

も
の
と
い
う
教
育
が
当
時
の
立
命
館
中
学
で
行
わ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
大
会
で
は
立

命
館
を
破
っ
た
和
歌
山
中
学
が
優
勝
し
、
大
会
史
上
初
の
連
覇
を
果
た
し
た
。

翌
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
立
命
館
中
学
は
京
津
大
会
決
勝
で
京
都
一
商
を
破
り
、
第
九
回
全
国
大
会

へ
の
連
続
出
場
を
果
た
し
た
。
全
国
出
場
祝
賀
会
の
最
後
に
は
、
立
命
館
応
援
団
は
阪
神
電
車
鳴
尾
駅
に
集
合

し
て
隊
伍
を
整
え
て
会
場
へ
練
り
込
む
予
定
だ
と
発
表
さ
れ
た
（
六
一
）。
そ
の
応
援
歌
も
生
徒
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
定
め
て
い

た
。
大
会
当
日
に
は
、
隊
列
を
整
え
立
命
館
応
援
歌
を
合
唱
し
て
球
場
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

表七　対和歌山中学対戦成績
安打 本塁打 三振 盗塁 失策 得点

和歌山 ４ ２ ３ 0 7 ４
立命館 ５ 0 １１ 0 ４ １
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運
動
部
応
援
歌

一
、
い
ざ
や
立
て
我
が
立
命
の 

二
、
健
男
児
比
叡
颪お
ろ
し

に

鍛
へ
た
る
腕
を
た
め
す
は 

　
　

こ
の
時
ぞ
振
へ
や
振
へ

い
ざ
や
立
て
霊
香
高
く 

　
　

栴せ
ん

檀だ
ん

は
既
に
芳
し

健
児
等
の
向
上
の
意
気 

　
　

天
を
衝
く
振
へ
や
振
へ

い
ざ
や
立
て
音
に
も
聞
け
よ 

　
　

目
に
も
見
よ
是
関
西
の

覇
者
た
ら
ん
我
立
命
の 

　
　

健
児
等
ぞ
振
へ
や
振
へ

ラ
ラ
ラ
ラ　

リ
ツ
メ
イ 

　
　
　
　

ラ
ラ
ラ
ラ　

リ
ツ
メ
イ

 

　
　
　
　

ラ
ラ
ラ
ラ　

リ
ツ
メ
イ

 

　
　
　
　

ラ
ラ
ラ
ラ　

リ
ツ
メ
イ

予
選
参
加
校
は
前
年
よ
り
も
更
に
増
え
て
二
四
三
校
で
、
全
国
大
会
出
場
は
代
表
一
九
校
。
人
気
は
さ
ら
に

高
ま
り
、
野
球
場
へ
の
観
衆
も
大
き
く
増
え
た
。
開
会
式
で
の
演
出
効
果
と
し
て
初
め
て
飛
行
機
の
祝
賀
飛
行

が
行
わ
れ
、
始
球
式
用
の
新
球
が
投
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
回
戦
不
戦
勝
で
、
二
回
戦
は
台
北
一
中
（
台
湾
か
ら
初
参
加
）
を
二
三
対
四
と
い
う
大
差
で
破
っ
た
。
三

回
戦
の
相
手
は
徽き

文ぶ
ん

高
普
（
朝
鮮
）
だ
っ
た
。
朝
鮮
で
は
三
・
一
独
立
運
動
（
一
九
一
九
年
）
を
契
機
に
、
高

等
普
通
学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
た
頃
で
、
選
手
全
員
が
体
格
の
よ
い
朝
鮮
人
の

表八　対徽文高普対戦成績
安打 三振 四死球 盗塁 失策 得点

立命館 7 7 6 ４ ５ 7
徽文高普 ３ １0 6 ５ 6 ５
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チ
ー
ム
で
、
そ
の
活
躍
を
期
待
し
て
大
阪
や
神
戸
に
在
住
の
多
く
の
朝
鮮
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
。
興
奮
が
渦
巻
く
大

観
衆
の
中
、
立
命
館
の
選
手
た
ち
の
緊
張
感
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
試
合
は
開
始
さ
れ
た
（
表
八
）。

こ
の
時
の
立
命
館
の
戦
い
ぶ
り
が
、
徽
文
高
普
の
特
徴
と
併
せ
て
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

徽
文
高
普
は
、
荒
削
り
で
あ
っ
た
が
、
腕
っ
節
が
強
く
、
人
々
を
面
食
ら
わ
せ
た
の
は
そ
の
走
塁
で
、「
球
が
目
の
前
に
見

え
て
な
け
れ
ば
何
で
も
突
っ
走
る
」
と
評
判
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
走
り
に
走
り
ぬ
い
た
。
相
手
に
な
っ
た
立
命
館
は
、
走

者
を
三
本
間
に
は
さ
ん
だ
が
、
普
通
な
ら
途
中
で
止
ま
る
か
と
の
予
想
を
闇
雲
に
走
ら
れ
て
し
ま
い
、
つ
い
に
送
球
す
る

間
を
失
っ
て
追
い
か
け
た
と
こ
ろ
追
い
つ
け
ず
、
本
塁
を
奪
わ
れ
て
、
何
て
ま
ず
い
挟
撃
の
仕
方
だ

な
ど
と
酷
評
さ
れ
た
（
六
二
）。
そ
れ
で
も
三
回
戦
に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

四
回
戦
は
準
決
勝
で
、
八
月
一
九
日
の
日
曜
日
午
前
一
〇
時
が
試
合
開
始
予
定
だ
っ
た
。
相
手
は
初
出
場
な

が
ら
も
勢
い
に
の
る
神
戸
の
甲
陽
中
学
。
地
元
の
出
場
と
あ
っ
て
、
徹
夜
組
の
フ
ァ
ン
が
早
朝
か
ら
仮
設
ス
タ

ン
ド
を
占
領
し
、
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
た
だ
け
の
外
野
席
か
ら
は
、
押
さ
れ
た
観
衆
が
ど
ん
ど
ん
と
場
内
に
な
だ

れ
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
試
合
開
始
が
一
時
間
以
上
も
遅
れ
て
し
ま
い
、

大
会
関
係
者
は
準
決
勝
の
第
二
試
合
の
開
始
時
間
を
早
め
て
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
、
観
衆
を
分
散
さ
せ
る

こ
と
で
混
乱
の
収
拾
に
つ
と
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

連
続
出
場
で
実
力
も
評
価
さ
れ
て
い
た
立
命
館
で
あ
っ
た
が
、相
手
応
援
団
の
大
声
援
に
の
ま
れ
た
の
か
、選

表九　対甲陽中学対戦成績
安打 三振 四死球 盗塁 失策 得点

甲陽 １５ 7 ３ 9 ４ １３
立命館 8 8 ３ ３ 8 ５
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手
た
ち
の
失
策
が
多
く
、
大
差
を
つ
け
ら
れ
て
の
敗
戦
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
表
九
）。
甲
陽
中
学
は
、
こ
の
勢
い
で
決
勝
も
勝

利
し
、
初
優
勝
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
レ
ベ
ル
の
高
い
関
西
に
あ
っ
て
立
命
館
中
学
の
実
力
と
健
闘
と
は
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
一
九
二
三
年
に
は
よ
う
や
く
立
命
館
大
学
に
野
球
部
が
誕
生
し
て
い

る
。
弟
分
に
な
る
立
命
館
中
学
が
先
に
全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が

刺
激
と
な
っ
て
か
、
学
生
た
ち
の
間
に
も
野
球
熱
が
湧
き
上
が
っ
て
き
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
四
月
に
は
、
後
に
春
の
選
抜
大
会
と
な
る
第

一
回
全
国
選
抜
中
等
学
校
野
球
大
会
が
名
古
屋
の
山
本
球
場
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
前
年
の
実
力
を
評
価
さ
れ
て
選
抜
さ
れ
る
八
校
に
立
命
館
中

学
も
選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
一
回
戦
で
実
力
校
の
愛
知
一
中

に
三
対
一
六
の
大
差
で
敗
れ
去
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
、
全
国
大
会
三
年
連
続
出
場
を
か
け
て
第
一
〇
回
全
国
大
会
予

選
大
会
に
臨
み
、
準
決
勝
で
平
安
中
学
を
二
三
対
〇
で
破
る
快
進
撃
で
決
勝

へ
と
進
ん
だ
が
、
同
志
社
中
学
に
四
対
六
と
逆
転
さ
れ
て
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
年
連
続
出
場
と
、
完
成
し
た
甲
子
園
球
場
（
六
三
）
で
の
最

【写真四二】日常のすべての運動部が活動を行っていた狭隘な
北大路校舎木造時代の中学校校庭（1933 年卒業アルバム）野球
部は練習不足を補うため、東寺中学の運動場などを借用して合

宿などを行った。
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初
の
出
場
校
と
い
う
二
つ
の
夢
は
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
甲
子
園
で
校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
春
の
選
抜
大
会
が
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
か
ら
、
夏
の

大
会
は
一
九
五
七（
昭
和
三
二
）年
か
ら
で
あ
っ
た
た
め
、立
命
館
中
学
が
勝
利
し
た
時
に
球
場
で
校
歌
は
歌
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
。例

え
歌
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
現
在
の
学
園
歌
が
誕
生
す
る
以
前
に
制
作
さ
れ
て
い
た
立
命
館
中
学
の
校
歌
だ
っ
た
こ
と

に
な
る
。

第
五
節
　
立
命
館
中
学
の
大
正
黄
金
期
以
降
の
中
等
野
球

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
八
月
、
小
西
学
監
退
任
後
は
学
監
と
い
う
職
は
な
く
な
り
、
主
事
が
校
長
と
改
称
さ
れ
た
。
翌
年

四
月
に
は
館
長
に
就
任
し
た
中
川
小
十
郎
が
校
長
を
一
年
間
だ
け
兼
務
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
野
球
部
の
活
動
は
、「
立
命
館
学
誌
」
や
「
立
命
館
禁
衛
隊
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
監
督
に
は
、
か
つ
て
全
国

大
会
で
主
将
と
し
て
プ
レ
ー
し
た
卒
業
生
の
米
田
虎
雄
（
大
正
一
二
年
旧
中
卒
。
京
都
薬
学
専
門
学
校
進
学
）
が
就
任
し
、
全

国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
そ
の
指
導
で
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
礼
儀
や
マ
ナ
ー
を
厳
し
く
教
え
ら
れ
て
い

て
、「
立
命
館
学
誌
」
に
は
次
の
よ
う
な
紹
介
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
規
律
の
正
し
さ
と
紳
士
的
プ
レ
ー
は
遂
に
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
記
者
を
し
て
、
大
会
の
亀
鑑
と
の
賛
辞
を
呈
せ
し
め
、
運
動
競

技
を
通
じ
て
の
人
格
陶
冶
の
好
模
範
と
ま
で
称
せ
ら
れ
た
。
特
記
す
べ
き
は
我
が
ナ
イ
ン
が
大
会
中
、
終
始
挙
手
の
礼
で
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通
し
た
こ
と
と
、
胸
間
に
国マ

マ字
（
六
四
）
の
マ
ー
ク
を
印
し
て
群
る
各
校
選
手
中
に
異
彩
を
放
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
年
の
我

が
選
手
は
何
れ
も
下
級
、殊
に
二
年
級
を
中
心
と
し
て
作
ら
れ
た
大
会
中
、稀
に
見
る
愛
く
る
し
い
チ
ー
ム
で
あ
る
。」（
六
五
）。

当
時
の
野
球
ブ
ー
ム
が
全
国
的
に
過
熱
化
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
手
登
録
一
三
名
中
二
年
生
六
名
、
三
年
生
三
名
、

四
年
生
四
名
と
い
う
編
成
は
、
中
学
校
が
五
年
制
の
当
時
に
あ
っ
て
は
、
戦
力
的
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

中
川
校
長
の
後
任
は
、
卒
業
生
で
教
員
と
な
っ
て
い
た
塩
崎
達
人
で
あ
っ
た
（
六
六
）。
母
校
愛
に
燃
え
る
塩
崎
校
長
は
「
野
球
部

を
語
る
」
と
題
し
た
文
章
の
な
か
で
、
当
時
の
学
校
教
育
に
お
け
る
野
球
部
の
課
題
と
立
命
館
精
神
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
語
っ
て
い
る
。
塩
崎
校
長
の
次
に
は
再
び
中
川
校
長
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
文
章
に
よ
っ
て
、
中
川
校
長
再
登

場
ま
で
に
お
け
る
立
命
館
中
学
校
の
教
育
の
特
徴
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。（
以
下
は
抜
粋
）

一
、
野
球
部
の
根
本
精
神

野
球
を
介
し
て
立
命
館
主
義
の
訓
練
を
行
う
。

二
、
選
手
の
人
選
方
法

修
学
の
都
合
上
、
主
と
し
て
下
級
生
の
中
か
ら
学
業
成
績
「
中
」
以
上
の
者
で
、
心
身
よ
く
長
期
の
鍛
錬
に
耐
え
ら

れ
る
初
心
者
を
選
ぶ
。

三
、
訓
練
に
つ
い
て

練
習
は
雨
で
も
毎
日
二
時
間
実
施
。
指
導
者
に
は
敬
礼
し
挙
手
の
礼
を
す
べ
し
。
球
場
に
於
け
る
動
作
は
全
て
学
校
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教
練
に
準
ず
べ
し
。
練
習
は
中
学
生
と
し
て
の
基
本
の
も
の
で
、
高
等
学
校
の
よ
う

に
ハ
イ
カ
ラ
な
こ
と
は
行
わ
な
い
。

四
、
服
装
に
つ
い
て

野
球
衣
（
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
）
は
質
素
な
る
無
地
白
色
で
、
胸
章
は
立
命
館
の
三
文
字

を
用
い
る
。
現
在
の
も
の
は
、
カ
ツ
ラ
ギ
地
の
上
下
に
白
色
の
帽
子
、
木
綿
の
白
色

靴
下
で
、
そ
の
質
素
な
こ
と
天
下
無
比
と
信
じ
て
い
る
。
着
る
も
の
で
拙
攻
が
定
ま

る
も
の
で
は
な
い
。

胸
章
は
、
以
前
は
ロ
ー
マ
字
綴
り
で
リ
ツ
メ
イ
と
し
て
い
た
。
米
田
監
督
が
全
国
大

会
に
出
場
し
た
時
も
こ
れ
で
あ
っ
た（
六
七
）。そ
の
後
、数
ヶ
年
は
帽
章
を
そ
の
ま
ま
胸

章
に
使
用
し
て
き
た
が
、今
回
い
よ
い
よ
立
命
館
の
文
字
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。こ

の
胸
章
に
よ
っ
て
国
粋
チ
ー
ム
の
名
を
頂
戴
す
れ
ば
、
逆
に
、
反
動
？
や
猟
奇
？
な

ど
と
批
評
も
さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
心
持
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
文

字
は
、
二
年
前
に
学
校
の
守
り
本
尊
と
し
て
中
川
館
長
に
よ
っ
て
講
堂
正
面
に
掲
げ

ら
れ
た
西
園
寺
公
望
公
筆
の
扁
額
の
文
字
【
写
真
四
三
】
で
、
立
命
館
の
す
べ
て
の

歴
史
は
こ
の
扁
額
の
も
と
に
展
開
さ
れ
て
い
く
。
人
気
取
り
の
た
め
の
策
な
ど
で
は

な
く
、
立
命
ツ
児
の
心
持
は
立
命
ツ
児
の
み
ぞ
知
る
で
あ
る
。

こ
れ
は
野
球
部
に
限
ら
れ
た
問
題
で
は
な
い
。
諸
君
と
も
ど
も
に
各
方
面
に
於
い
て

【写真四三】中学校の講堂正面に掲げられた西園寺公望公の扁額（1928 年）
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立
命
館
ら
し
い
立
命
館
を
つ
く
り
あ
げ
る
工
面
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

 

以
上
抜
粋
（
六
八
）

こ
の
時
の
立
命
館
中
学
校
に
つ
い
て
、
当
時
の
新
聞
が
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い

る
。「

出
場
三
四
チ
ー
ム
の
中
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
立
命
館
チ
ー
ム
。
ユ
ニ

ホ
ー
ム
は
漢
字
で
右
書
き
斜
め
に
立
命
館
と
印
し
、
挨
拶
は
必
ず
軍
隊
式
の
挙

手
の
敬
礼
。
中
澤
委
員
長
の
訓
示
に
対
し
挙
手
の
答
礼
を
な
し
、
満
場
拍
手
し

て
厳
粛
さ
に
讃
辞
を
呈
す
。」（
六
九
）【
写
真
四
四
】

立
命
館
中
学
校
の
野
球
部
が
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
技
能
向
上
よ
り
も
、
心

身
練
磨
の
た
め
の
場
と
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
の
校
名
は
中
学
陸
上
部
で
も
同
様
で
あ
っ
た
【
写
真
四
五
】。

当
時
の
野
球
人
気
は
、
日
本
全
国
、
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
過
熱
気
味
に

広
が
り
、
文
部
省
が
規
制
の
方
向
へ
と
動
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の

も
、
新
聞
社
な
ど
が
こ
の
人
気
熱
を
利
用
し
て
興
業
的
に
利
用
し
大
会
を
無
秩

【写真四四】人々を驚かせた斬新なチー
ム名（1930 年）京阪電鉄京津線沿いを
歩いて緑ケ丘球場（滋賀県大津市藤木）

へ向かう生徒たち

【写真四五】上段の中学校陸上部の胸
には襷がけに書かれた校名（1931 年）

写真下段は商業学校陸上部。両方の
中央に写る髭の人物が塩崎校長
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序
に
増
加
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
文
部
省
は
、
こ
れ
ら
を

制
限
し
て
府
県
の
体
育
団
体
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
（
七
〇
）。
こ
の
点

で
は
、
全
国
的
野
球
ブ
ー
ム
が
過
熱
化
し
て
い
く
な
か
に
あ
っ
て
、
立
命

館
中
学
校
野
球
部
の
活
動
は
異
色
の
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
後
の
立
命
館
中
学
校
は
、
第
一
一
回
大
会
以
降
の
予
選
京
津
大
会

で
上
位
に
残
れ
な
い
時
代
が
続
い
た
。
次
に
ベ
ス
ト
八
以
内
に
名
が
出
て

く
る
の
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
第
一
八
回
大
会
で
の
立
命
館
商

業
学
校
（
七
一
）
で
、
こ
れ
が
戦
前
で
の
ベ
ス
ト
八
の
最
後
と
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は
校
名
の
デ
ザ
イ
ン
が
再

び
変
更
さ
れ
た
姿
が
写
っ
て
い
る
が
【
写
真
四
六
】、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
に
登
場
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
胸
の
校
名
を
見
る
と
、
三
〇
年
ほ
ど
の
間
に
ロ
ー
マ
字
表
記
の
「
Ｋ
Ｒ
Ｈ
Ｓ
」
か

ら
漢
字
表
記
「
立
命
館
」
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
変
遷
の
な
か
に
も
立
命
館
中
学
校
の
目
指
し
て
い
た
教
育
の
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。

第
六
節
　
中
川
小
十
郎
校
長
と
野
球
（
西
洋
ス
ポ
ー
ツ
）

こ
こ
ま
で
の
立
命
館
中
学
校
野
球
部
の
活
躍
は
、
創
立
者
中
川
小
十
郎
が
館
長
と
し
て
専
念
す
る
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）

年
八
月
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
な
っ
て
中
川
は
初
代
総
長
に
就
任
し
、
学
園
の
運
営
に
本
格
的
に

の
り
だ
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
八
月
か
ら
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
三
月
ま
で
の
間
、
中
川
は
総
長
と

【写真四六】再び変更された
胸の校名（1933 年中学校卒業

アルバム）
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中
学
校
・
商
業
学
校
長
を
兼
務
し
、
中
等
教
育
の
経
営
と
そ
の
発
展
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。

こ
の
中
川
校
長
在
職
中
に
、
立
命
館
中
学
校
で
は
運
動
競
技
に
対
す
る
方
針
が
大

き
く
変
更
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
〇
月
一
七
日
、
就
任
早
々

の
中
川
校
長
は
、
京
都
府
男
子
中
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
（
植
物
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
）に
三
年
生
以
下
を
、ま
た
同
日
に
開
催
さ
れ
た
全
立
命
館
学
園
大
運
動
会（
立

命
館
上
賀
茂
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
に
四
年
生
以
上
を
そ
れ
ぞ
れ
全
員
参
加
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
翌
日
に
は
生
徒
約
一
、二
〇
〇
余
名
全

員
（
不
参
加
者
も
含
め
）
に
演
習
的
作
文
を
書
か
せ
、
優
秀
作
品
に
は
賞
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
徒
全
員
の
作
文
集
を

作
成
し
て
一
二
月
に
は
全
父
母
に
配
布
す
る
と
い
う
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
主
旨
は
、
対
抗
戦
や
体
育
的
行
事
に
全
生
徒
で
取
り
組
み
、
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
教
員
全
員

で
理
解
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
中
川
校
長
の

運
動
・
体
育
へ
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
川
校
長
が
、
そ
の
後
に
は
全
く
反
対
の
方
向
へ
と
進
ん

で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
の
九
月
に
は
そ
の
変
化
が
は
っ
き
り
と
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
勉
強
の
第
二
学
期
が
来
た
」
と
の
題
名
で
書
か
れ

【写真四七】校長兼務の 
中川小十郎総長

【写真四八】中学校商業学校生徒
全員に書かせた作文集（1933 年）
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た
校
長
公
示
の
中
で
、

「
運
動
競
技
の
場
合
な
ど
は
最
後
の
五
分
間
を
非
常
に
重
ん
ず
る
が
、人
生
の
成マ

マ効
は
そ
ん
な
軽
々
し
い
こ
と
で
獲
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
も
、
私
が
競
技
運
動
に
感
心
し
な
い
事
由
の
一
つ
で
あ
る
。（
中
略
）
最
後
の
五
分
間
主
義
は
点
取

り
主
義
だ
。
試
験
に
さ
え
合
格
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
す
る
主
義
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
主
義
が
進
展
す
る
場
合
に
は
そ
れ

が
カ
ン
ニ
ン
グ
主
義
と
な
る
の
だ
。」（
七
二
）

日
々
の
努
力
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
る
の
が
立
命
館
の
生
徒
で
あ
る
と
し
て
、
試
験
に
お
け
る
カ
ン
ニ
ン
グ
行
為
を
退
学

処
分
に
す
る
と
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
九
月
か
ら
は
、
毎
朝
授
業
開
始
前
に
冷
水
で
上
半
身
を
清
め
る
「
禊
」

行
い
（
第
四
章
参
照
）、
生
徒
た
ち
の
心
身
を
清
め
る
行
事
と
し
て
励
行
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
第
二
学
期
始
業
式
で
中
川
校
長
は

「
本
校
で
は
生
徒
の
勉
強
の
妨
げ
と
な
る
様
な
事
は
一
切
や
ら
ぬ
積
り
で
あ
る
。
即
ち
、
運
動
会
廃
止
は
勿
論
、
市
内
中
等

学
校
の
連
合
競
技
会
等
に
も
参
加
を
御
断
り
す
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
立
命
館
は
天
下
の
立
命
館
で
あ
る
。
区
区
た
る
京

都
一
地
方
を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。従
っ
て
市
内
各
学
校
の
連
合
競
技
会
だ
の
対
抗
仕マ

マ合
な
ど
に
依
っ
て
、勝
っ

た
の
負
け
た
の
と
騒
ぎ
立
て
る
様
な
根
性
で
は
だ
め
だ
。
諸
君
の
本
校
に
学
ぶ
目
的
は
、
天
皇
陛
下
の
為
め
、
国
家
の
為

め
、
世
の
為
め
、
人
の
為
め
に
大
い
に
仕
事
の
出
来
る
人
間
と
な
る
事
で
あ
る
。
諸
君
は
そ
の
積
り
で
し
っ
か
り
勉
強
せ
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ね
ば
な
ら
ぬ
。」（
七
三
）

と
改
め
て
運
動
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
考
え
を
生
徒
た
ち
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
よ
っ
て
、
立
命
館
は
翌
一
〇
月
に
植
物
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
京
都
府
男
子
中
等
学
校
陸
上
競

技
大
会
へ
の
出
場
を
辞
退
し
た
。
二
年
前
に
は
三
年
生
ま
で
の
全
員
に
応
援
さ
せ
た
大
会
へ
の
学
校
不
参
加
は
、
世
間
か
ら
も

驚
き
の
目
で
見
ら
れ
た
よ
う
で
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
三
月
に
市
内
小
学
校
長
を
招
待
し
た
場
で
改
め
て
、
中
川
校
長

は
学
校
と
し
て
の
方
針
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
私
の
考
で
は
学
校
が
学
校
と
し
て
行
ふ
べ
き
事
は
極
め
て
多
く
、貴
重
な
る
時
間
と
充
分
で
な
い
費
用
と
を
投
じ
て
迄
ス

ポ
ー
ツ
を
行
ふ
程
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
に
価
値
が
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
特
に
ス
ポ
ー
ツ
を
選
手
制
度
の
下
に
行
ふ
こ

と
は
極
め
て
面
白
く
な
い
。
学
校
は
あ
く
ま
で
学
業
を
主
と
し
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
日
本
固
有
の
武
道
に
よ
っ
て
身
心
を

練
る
方
が
肝
要
で
あ
る
。」（
七
四
）

更
に
四
月
の
中
学
校
・
商
業
学
校
入
学
式
で
父
兄
へ
の
挨
拶
の
な
か
で
も

「
こ
の
学
校
で
は
、
運
動
と
い
ふ
も
の
を
全
然
認
め
な
い
の
で
あ
る
。
野
球
も
、
庭
球
も
、
陸
上
運
動
も
一
切
や
ら
な
い
。

何
人
か
の
も
の
は
運
動
を
楽
し
み
、
後
の
大
多
数
の
も
の
が
、
応
援
団
な
ど
と
い
っ
て
騒
ぎ
ま
は
る
の
は
く
だ
ら
ぬ
こ
と
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で
は
な
い
か
。
こ
の
学
校
で
は
運
動
は
や
ら
な
い
が
、
武
道
を
や
る
、
武
道
は
精
神
の
鍛
錬
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。
武

道
の
内
剣
道
を
や
る
。
柔
道
は
や
ら
な
い
。
柔
道
は
、
武
士
道
鍛
錬
の
正
規
の
課
業
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。」

と
述
べ
、
明
確
に
立
命
館
の
付
属
学
校
で
は
選
手
中
心
の
西
洋
ス
ポ
ー
ツ
を
断
固
実
施
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
っ

た
（
七
五
）。

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
四
月
、
野
球
、
庭
球
、
籠
球
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）、
排
球
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、
陸
上
に
柔

道
を
加
え
た
六
つ
の
運
動
競
技
が
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
の
生
徒
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
削
除
さ
れ
た
。
当
時
の
新
聞
に
は
、「
全

ス
ポ
ー
ツ
を
排
撃
す
る　

日
本
唯
一
の
愛
国
中
学
」と
の
見
出
し
で
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
を
大
き
く
紹
介
し
て
い
る（
七
六
）。

こ
れ
ら
の
学
校
の
決
定
に
対
し
て
、
生
徒
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
日
の
新

聞
記
事
の
中
で

「
当
時
、
野
球
部
員
は
学
校
横
暴
を
鳴マ
マ

ら
し
て
同
盟
休
校
な
ど
の
措
置
に
出
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
新
時

代
の
潮
流
の
前
に
は
施
す
術
も
な
く
、
今
で
は
こ
れ
ら
選
手
が
中
堅
に
転
じ
皇
室
中
心
の
奔
流
と
な
っ
て
い
る
。」

と
、
生
徒
た
ち
も
協
力
的
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
に
も
当
時
の
付
属
学
校
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

こ
う
し
て
、
野
球
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
取
り
払
わ
れ
て
教
練
場
と
な
り
、
庭
球
、
籠
球
、
排
球
等
の
コ
ー
ト
は
銃
剣
道
、
槍

術
の
道
場
と
な
り
、
ボ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
が
す
べ
て
銃
、
背は
い

嚢の
う

、
飯
盒
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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中
川
校
長
の
教
育
方
針
に
よ
っ
て
、
中
学
校
や
商
業
学
校
の
体
育
や
運
動
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
野
球
だ
け
を
見

る
と
、
戦
争
に
よ
る
中
断
よ
り
も
早
く
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
を
も
っ
て
中
学
校
・
商
業
学
校
に
野
球
を
禁
止
し
て
い

る
が
、
同
じ
立
命
館
学
園
に
あ
っ
て
大
学
は
違
っ
て
い
た
。
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
四
月
に
文
部
省
が
発
表
し
た
「
戦
時

学
徒
体
育
訓
練
実
施
要
綱
」
に
よ
っ
て
東
京
と
関
西
の
大
学
野
球
連
盟
は
解
散
と
な
り
、
野
球
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
月
二
九
日
に
京
都
の
西
京
極
球
場
で
開
催
さ
れ
た
「
立
同
戦
」
が
最
後
の
大

学
野
球
と
な
っ
た
（
七
七
）。

創
立
者
中
川
小
十
郎
が
小
西
重
直
と
共
に
目
指
そ
う
と
し
た
立
命
館
で
の
中

等
教
育
が
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
は
、
今
回
の
野

球
部
の
歴
史
を
辿
る
な
か
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
川
総
長
が
校
長
を
兼
務

し
な
が
ら
目
指
し
た
中
等
教
育
に
お
け
る
生
徒
像
の
分
析
は
、
今
後
の
中
川
小

十
郎
研
究
に
と
っ
て
も
課
題
と
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

第
七
節
　
最
後
に

現
在
、
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
一
九
三
九
（
昭
和

一
四
）
年
の
中
学
校
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
中
に
一
枚
だ
け
不
思
議
な
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
【
写
真
四
九
】。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
胸
に
は
二
つ
の
チ
ー
ム
名
。
帽

子
に
は
異
な
る
け
れ
ど
も
Ｒ
の
マ
ー
ク
。
立
命
館
中
学
校
の
制
服
制
帽
姿
の
ま

【写真四九】1939 年の中学校卒業アルバム
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ま
の
生
徒
も
写
っ
て
い
る
。
背
景
の
山
々
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
植
物
園
の
よ
う
で
あ
る
。
中
川
校
長
に
よ
っ
て
野
球
禁
止
が
決

定
さ
れ
た
後
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
で
、
学
校
の
点
検
も
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
生
徒
た
ち
の
写
真
が
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。
禁
止
後
も
な
お
野
球
に
取
り
組
ん
で
い
た
生
徒
た
ち
が
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
で
は
軍
事

教
練
に
関
す
る
写
真
が
大
部
分
を
占
め
る
中
に
、
こ
の
よ
う
な
写
真
が
一
枚
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
救
わ
れ
る
思
い
が
す
る
。

注（
一
）「
中
学
校
令
施
行
細
則
」
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
制
定

（
二
）「
京
都
日
出
新
聞
」
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
九
月
一
〇
日
付
『
立
命
館
百
年
史　

通
史
一
』

「
中
学
校
と
同
じ
課
程
に
て
普
通
学
を
授
け
、
就
中
、
外
国
語
数
学
及
び
国
語
等
の
如
き
学
力
の
基
礎
と
な
る
科
目
に
最
も
力
を
用

ひ
、
将
来
高
等
な
る
学
校
に
進
入
せ
ん
こ
と
を
目
的
と
す
る
者
に
、
必
須
適
当
な
る
授
業
を
施
す
も
の
と
す
。」

（
三
）
私
立
清
和
中
学
校
学
規
則　

前
文

「
特
殊
ノ
教
育
主
義
ニ
於
テ
（
前
略
）
寧
ロ
将
来
進
ン
デ
高
等
ナ
ル
教
育
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ニ
対
シ
テ
適
切
ナ
ル
教
授
ヲ
施
す
ス

ヲ
以
テ
主
眼
ト
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
他
日
高
等
学
校
（
中
略
）
海
陸
軍
諸
学
校
等
ヘ
入
学
セ
ン
ト
ス
ル
志
望
者
ニ
対
シ
テ
他
ノ
一
般
公

立
ノ
中
学
校
等
ニ
比
シ
テ
便
宜
多
カ
ル
ヘ
キ
ハ
本
校
ノ
信
シ
テ
疑
ワ
サ
ル
所
ナ
リ
」

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
六
月
二
五
日
付
の
徴
兵
猶
予
の
認
定
申
請
の
際
に
京
都
府
へ
提
出
（
京
都
府
公
文
書
）

（
四
）
吉
村
友
喜
は
、
一
九
〇
七
年
一
月
に
就
任
す
る
も
同
年
三
月
に
は
退
職
し
て
第
三
高
等
学
校
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

（
五
）
こ
の
う
ち
花
房
俊
静
は
一
九
〇
七
年
五
月
に
退
職
し
和
歌
山
県
立
粉
河
中
学
校
へ
、
妹
尾
勇
は
一
九
〇
七
年
三
月
に
退
職
し
石
川
県
立

武
生
中
学
校
へ
移
っ
て
い
る
。

（
六
）『
立
命
館
百
年
史　

通
史
一
』
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（
七
）
学
監
と
は
、「
本
校
教
育
の
方
針
を
樹
立
し
、
且
つ
教
育
の
全
体
を
監
督
指
導
し
、
又
本
校
と
立
命
館
本
部
及

同
大
学
と
に
関
係
せ
る
重
要
な
る
協
議
に
関
与
す
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。（『
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在

及
び
将
来
』
一
九
一
八
年
三
月
発
行
）

（
八
）「
中
川
立
命
館
長
演
説
」
中
学
部
第
二
〇
回
卒
業
式

「（
前
略
）
我
立
命
館
中
学
に
お
き
ま
し
て
は
深
く
此
点
を
注
意
し
教
育
学
の
大
家
で
あ
る
小
西
博
士
を
学

監
に
依
頼
し
各
教
員
の
指
導
を
託
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
、
僭
越
な
る
云
分
か
も
し
れ
な
い
が
此
の
点

に
お
い
て
全
国
中
学
校
に
対
し
一
の
模
範
中
学
校
た
る
こ
と
を
以
て
窃
に
期
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

（『
立
命
館
学
誌
』
九
四　

一
九
二
六
年
四
月
）

（
九
）「
京
都
日
出
新
聞
」
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
三
月
一
〇
日
付

（
一
〇
）「
京
都
日
出
新
聞
」 

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
三
月
二
九
日
付

（
一
一
）『
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
将
来
』

（
一
二
）
立
命
館
中
学
編
入
生
徒
募
集
案
内
『
立
命
館
学
誌
』
第
九
号　

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
三
月
発
行

（　

）
が
前
年
度
か
ら
追
加
さ
れ
た
教
科
幾
何
は
第
四
学
年
志
望
者
、
代
数
は
第
三
学
年
以
上
の
志
望
者
に

課
さ
れ
た
。

（
一
三
）
同
窓
会
誌
『
清
和
』
第
三
号　

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
二
月
発
行

秋
の
清
和
中
学
校
同
窓
会
で
の
催
し
物
の
な
か
に
は
、
在
校
生
に
よ
る
英
語
に
よ
る
朗
読
、
暗
唱
、
寸
劇
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
て
、

主
な
も
の
で
は
「
英
語
に
よ
る
伊
勢
参
宮
修
学
旅
行
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
一
四
）
同
窓
会
誌
『
清
和
』
に
よ
れ
ば
、
退
職
後
の
消
息
と
し
て
、
ガ
ッ
ピ
ー
は
平
安
女
学
院
へ
転
職
後
に
東
京
へ
転
居
（
一
九
一
八
年
の

同
窓
会
誌
『
清
和
』
に
は
故
人
と
記
載
）。
カ
ス
バ
ー
ト
は
聖
護
院
に
居
住
し
て
い
た
が
母
国
へ
帰
国
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
一
五
）「
京
都
日
出
新
聞
」
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
四
月
二
一
日
付

「（
前
略
）
因
に
英
語
科
教
員
と
し
て
英
国
婦
人
を
一
名
雇
入
れ
た
り
と
。」

1917（大正 6）年度　立命館中学編入生徒募集試験時間
４ 月 ５ 日 ４ 月 6 日 ４ 月 7 日

午前 8 時～ 9 時 英訳 英文法 算術
午前 9 時～ １0 時 国文法・作文 国語 英会話・書取
午前 １0 時～ １１ 時 （図画） （博物） （歴史）

午前 １１ 時～午後 0 時 （地理） （修身） 代数
午後 0 時～ １ 時半 幾何 漢文
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保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
と
整
合
し
な
い
が
、
こ
の
婦
人
が
サ
ウ
タ
ー
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
と
し
て
外
国
人
の
女
性
教
員
を
採
用
す

る
の
は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
一
六
）『
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
将
来
』

（
一
七
）
吉
村
主
事
の
祝
辞
『
立
命
館
学
誌
』
第
一
〇
〇
号　

一
九
二
五
（
大
正
一
五
）
年
一
二
月
発
行

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
一
月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
中
学
校
創
立
二
〇
周
年
の
祝
賀
祭
典
で
は
、
全
校
生
徒
教
職
員
の
前
で
、

勤
続
年
数
第
一
位
二
〇
年
の
小
谷
時
中
（
前
職
は
吉
田
中
学
校
で
廃
校
に
よ
っ
て
清
和
中
学
校
採
用
と
な
る
）
に
次
ぐ
第
二
位
の
勤

続
一
七
年
で
感
謝
状
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
次
に
続
い
た
の
は
学
監
小
西
重
直
の
一
二
年
で
あ
っ
た
。

（
一
八
）「
京
都
日
出
新
聞
」 
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
二
日
付

見
出
し
『
中
学
校
に
女
教
員　

我
市
で
は
最
初
の
試
』

「
立
命
館
中
学
で
は
新
学
年
か
ら
英
語
科
に
婦
人
教
員
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
三
年
級
に
は
サ
ウ
タ
ー
氏
、
二
年
級
一
年
級
は
高
田

久
榮
女
史
担
当
し
、
主
に
発
音
読
方
会
話
を
受
持
つ
由
、
中
学
校
に
婦
人
教
員
を
採
用
す
る
例
は
他
に
一
、
二
あ
る
が
我
京
都
府
下

で
は
立
命
館
中
学
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。」

（
一
九
）
江
戸
城
内
の
天
皇
の
居
所
を
皇
居
と
称
し
て
い
た
が
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
旧
西
の
丸
に
宮
城
を
新
築
さ
れ
て
か
ら
は
、
宮

城
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

（
二
〇
）
宮
城
遥
拝
は
、
天
皇
へ
の
尊
崇
の
念
を
高
め
、
日
本
国
民
の
団
結
力
を
強
め
る
意
味
を
も
っ
て
、
宮
城
に
向
か
っ
て
最
敬
礼
す
る
行

為
で
、
戦
前
に
は
国
内
外
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

（
二
一
）
和
歌
山
県
出
身
で
数
学
担
当
。
和
歌
山
県
、
新
潟
県
、
奈
良
県
、
滋
賀
県
や
陸
軍
幼
年
学
校
の
教
員
を
経
て
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）

年
に
四
七
歳
で
立
命
館
商
業
学
校
に
就
職
し
た
。
立
命
館
で
は
生
徒
監
な
ど
を
勤
め
、
一
〇
年
後
に
退
職
。

（
二
二
）
中
川
小
十
郎
は
、
館
長
と
な
っ
た
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
か
ら
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
二
月
ま
で
に
中
学
校
校
長
、
一
九

三
三
（
昭
和
八
）
年
八
月
か
ら
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
三
月
ま
で
は
総
長
と
の
兼
任
で
中
学
校
・
商
業
学
校
校
長
。

（
二
三
）
上
田　

穣
（
一
八
九
二
～
一
九
七
六
）
日
本
の
代
表
的
天
文
学
者
。
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
卒
業
後
に
ア
メ
リ
カ
留
学
。
帰
国
後
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の
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
教
授
と
な
る
。
そ
の
翌
年
に
中
川
小
十
郎
か
ら
方
位
標
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

花か

山さ
ん

天
文
台
長
や
生
駒
山
太
陽
観
測
所
長
を
務
め
て
い
て
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
発
見
し
た
小
惑
星
に
は
「
一
六
一
九U

eta

」

と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

（
二
四
）
立
命
館
中
学
校
・
商
業
学
校
で
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
九
月
一
五
日
か
ら
毎
日
始
業
前
、
禁
衛
隊
記
念
と
し
て
、
既
に
実
施

し
て
い
た
合
同
体
操
に
先
立
ち
、
職
員
一
同
が
校
庭
に
集
合
し
て
、
東
方
向
に
向
か
っ
て
朝
拝
と
い
う
行
事
を
行
っ
て
い
た
。

（
二
五
）
水
銀
を
用
い
ず
、
小
型
軽
量
の
構
造
で
取
り
扱
い
が
簡
単
な
た
め
、
温
度
計
と
一
体
化
し
た
も
の
や
、
気
圧
と
高
度
の
対
応
が
で
き

る
登
山
用
高
度
計
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
二
六
）
三
重
県
出
身
。
書
道
担
当
。
小
学
校
や
高
等
女
学
校
の
教
員
を
経
て
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
二
月
に
中
学
校
・
商
業
学
校
教

員
に
四
〇
歳
で
就
職
。
そ
の
直
後
に
方
位
標
の
揮
毫
に
あ
た
っ
て
い
る
。
五
年
後
に
退
職
。

（
二
七
）
銅
と
錫
の
合
金
で
、
靱
性
に
富
む
た
め
大
砲
の
砲
身
の
材
料
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
。

（
二
八
）
第
二
代
立
命
館
清
和
会
会
長
木
村
嘉
一
氏
「
立
命
館
と
と
も
に
」（
立
命
館
中
学
校
高
等
学
校
『
八
十
年
の
歩
み
』
一
九
八
五
年
）

「
校
舎
が
建
て
ら
れ
た
が
、
運
動
場
が
狭
い
の
に
気
付
き
、
清
和
会
が
田
二
反
を
購
入
し
て
寄
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
坪
五
円

で
金
額
三
千
円
で
あ
っ
た
が
、
二
千
円
は
直
ち
に
集
ま
っ
た
も
の
の
、
残
り
千
円
は
五
ヵ
年
計
画
で
集
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

う
す
る
と
清
和
会
は
寄
付
を
集
め
る
会
と
な
っ
て
、
皆
が
集
ま
ら
ぬ
様
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
其
の
千
円
を
免
除
し

て
も
ら
う
様
、
中
川
先
生
に
お
願
い
に
い
き
ま
し
た
。
先
生
は
、
学
校
で
代
金
は
支
払
っ
て
あ
る
か
ら
心
配
は
い
ら
ぬ
、
そ
れ
で
よ

い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。」

（
二
九
） 

現
在
は
京
都
教
育
大
学
付
属
京
都
小
中
学
校
と
京
都
府
立
清
明
高
等
学
校
（
以
前
は
紫
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
立
命
館
中
高
と
京
都

府
立
鴨
沂
高
等
学
校
と
で
府
か
ら
借
用
し
て
い
た
）

（
三
〇
）
塩
崎
達
人
「
北
大
路
線
の
開
通
に
伴
う
て
」『
立
命
館
禁
衛
隊
』
第
二
二
号　

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
一
一
月
発
行

（
三
一
）『
立
命
館
百
年
史　

通
史
一
』「
学
事
年
報
」「
京
都
府
公
文
書
」

（
三
二
）『
立
命
館
禁
衛
隊
』
第
三
九
号　

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
一
二
月
発
行
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（
三
三
）「
京
都
日
出
新
聞
」
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
九
月
二
一
日
付

（
三
四
） 
官
立
、
公
立
に
は
将
校
が
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
私
学
は
学
校
判
断
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
て
、
申
請
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
財
団
法
人
立
命
館
で
は
代
表
理
事
末
弘
威
磨
の
名
で
文
部
大
臣
と
陸
軍
大
臣
宛
に
公
布
さ
れ
た
一
九
二
五
（
大
正

一
四
）
年
三
月
三
〇
日
に
申
請
が
さ
れ
て
い
た
。

（
三
五
）「
京
都
日
日
新
聞
」
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
一
二
月
二
日
付
（
京
都
日
日
新
聞
は
京
都
新
聞
の
前
身
）

（
三
六
） 「
文
部
省
は
学
校
に
対
し
て
、
年
一
回
の
定
期
健
康
診
断
を
さ
せ
る
だ
け
で
、
こ
れ
で
は
健
康
の
管
理
は
出
来
な
い
。
学
校
に
は
如

何
に
も
弱
そ
う
な
青
び
ょ
う
た
ん
の
生
徒
や
学
生
が
い
る
。
こ
ん
な
人
に
は
勉
強
よ
り
も
ま
ず
健
康
だ
、
体
力
だ
と
言
う
考
え
の
下
で
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
其
の
他
の
診
察
器
具
を
備
え
て
、
毎
日
、
医
者
に
診
察
さ
せ
る
医
務
局
を
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
の
診
断

の
結
果
を
父
兄
に
通
知
し
て
、
治
療
を
さ
せ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
実
に
先
見
の
明
で
、
其
の
後
十
年
程
し
て
文
部
省
は
是
を
見
習
ろ
う

て
、
各
学
校
で
診
察
を
さ
せ
る
様
に
し
ま
し
た
。
学
校
内
に
医
務
局
の
設
置
は
、
日
本
中
本
校
が
嚆こ

う

矢し

（
最
初
）
で
あ
り
ま
す
」（
前

掲
書　

木
村
嘉
一
氏
「
立
命
館
と
と
も
に
」
木
村
氏
は
中
川
小
十
郎
の
家
庭
医
で
も
あ
り
、
戦
後
の
立
命
館
清
和
会
の
再
建
に
奔
走
し
、

第
二
代
会
長
と
し
て
長
く
職
に
つ
き
、
理
事
長
も
務
め
た
。）

（
三
七
）
立
命
館
清
和
会
長
本
田
義
英
氏
か
ら
の
寄
付
・
学
債
協
力
趣
意
書

「（
前
略
）
既
に
在
学
生
父
兄
に
於
て
は
旧き

ゅ
う

臘ろ
う

來
校
舎
改
築
期
成
後
援
會
を
組
織
せ
ら
れ
熱
心
な
る
後
援
を
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
由
に

之
れ
有
り
。
我
々
三
千
名
の
卒
業
生
と
し
て
も
此
の
際
一
致
協
力
し
て
、
此
の
難
事
業
に
直
面
せ
る
母
校
の
た
め
、
出
来
得
る
限
り

の
援
助
を
致
し
た
く
存
ず
る
次
第
に
之
れ
有
り
候
。
就
て
は
御
迷
惑
の
至
り
と
存
じ
候
へ
ど
も
、
学
債
と
寄
付
と
の
如
何
を
問
は
ず
、

特
に
各
位
の
御
尽
力
を
願
ひ
た
く
切
に
御
依
頼
申
し
上
候
（
後
略
）」（
立
命
館
清
和
会　

保
存
資
料
）

（
三
八
）「
中
川
先
生
は
『
学
校
に
は
今
金
が
な
い
、
木
村
お
前
石
原
（
広
一
郎
氏
、
当
時
の
立
命
館
理
事
）
の
所
へ
行
っ
て
こ
の
こ
と
を
相
談

し
て
く
れ
』
と
の
こ
と
で
、
吉
祥
院
の
宅
を
訪
ね
て
、
其
由
を
申
し
ま
し
た
。
氏
は
『
私
の
取
引
の
第
一
銀
行
か
ら
私
が
保
証
人
に

な
っ
て
借
入
れ
よ
う
』
と
の
話
で
、
こ
れ
が
ま
と
ま
り
、
北
校
舎
と
講
堂
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。」（
前
掲
書　

木
村
嘉
一
氏

「
立
命
館
と
と
も
に
」）
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（
三
九
）
後
に
工
業
学
校
と
な
り
第
四
中
学
校
へ
統
合
さ
れ
る
。

（
四
〇
）『
立
命
館
百
年
史　

通
史
一
』

（
四
一
）「
京
都
日
日
新
聞
」
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
六
月
二
九
日
付　
（
現
京
都
新
聞
の
前
身
）

（
四
二
）
同
右

（
四
三
）『
立
命
館
禁
衛
隊
』
第
七
七
号　

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
発
行
「
新
校
舎
へ
の
待
望
」　

生
徒
感
想
よ
り

（
四
四
）
当
時
の
松
ヶ
崎
浄
水
場
の
送
水
は
、
三
宅
八
幡
、
深
泥
ヶ
池
、
上
賀
茂
、
鷹
ヶ
峰
、
蓮
華
谷
、
金
閣
寺
、
衣
笠
、
宇
多
野
、
鳴
滝
、
北

白
川
、
吉
田
、
鹿
ヶ
谷
と
広
範
囲
で
あ
っ
た
。

（
四
五
）「
京
都
日
出
新
聞
」
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
八
月
六
日
付

（
四
六
）
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
四
月
に
立
命
館
中
学
校
教
諭
。
中
学
校
鍛
錬
部
長
、
立
命
館
第
二
中
学
校
校
長
な
ど
を
経
て
、
理
事
、
専

務
理
事
な
ど
を
務
め
る
。

（
四
七
）「
大
阪
朝
日
新
聞
」
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
八
月
六
日
付

（
四
八
）
万
葉
集
巻
二
十
・
四
三
七
三　

作
者
は
火
長
今い

ま

奉ま
つ
り

部べ
の

与よ

曾そ

布ふ

（
四
九
）『
立
命
館
禁
衛
隊
』
第
八
六
号　

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
九
月
発
行

（
五
〇
）『
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
び
将
来
』

（
五
一
）
学
監
と
は
、
本
校
教
育
の
方
針
を
樹
立
し
、
且
つ
教
育
の
全
体
を
監
督
指
導
し
、
又
本
校
と
立
命
館
本
部
及
同
大
学
と
に
関
係
せ
る

重
要
な
る
協
議
に
関
与
す
る
。『
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
び
将
来
』

（
五
二
）「
教
育
の
三
つ
の
目
的
」
の
た
め
の
「
一
〇
の
指
導
方
針
」『
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
び
将
来
』

（
五
三
）「
京
都
日
日
新
聞
」『
青
年
の
生
命
は
運
動
だ
』
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
月
一
二
日
付

（
五
四
）『
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
び
将
来
』

（
五
五
）「
旧
制
高
校
へ
の
進
学
者
数
は
、
府
立
中
学
校
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
に
な
り
、
相
撲
部
は
団
体
・
個
人
で
全
国
・
関
西
大
会
を
制
し
、

ラ
グ
ビ
ー
部
は
全
国
大
会
準
優
勝
、
陸
上
部
は
府
大
会
で
上
位
入
賞
す
る
な
ど
」『
立
命
館
百
年
史　

通
史
第
一
巻
』
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（
五
六
）
立
命
館
中
学
同
窓
会
誌
『
清
和
』
第
四
号
～
第
九
号
の
野
球
部
報
。

（
五
七
）
第
一
、
二
回
は
大
阪
の
豊
中
球
場
で
開
催
。
第
三
回
か
ら
第
八
回
ま
で
が
鳴
尾
球
場
。

（
五
八
）
三
月
ま
で
に
進
級
し
な
か
っ
た
者
（
わ
ざ
と
留
年
し
て
出
場
す
る
者
の
防
止
）、
転
校
編
入
後
満
二
学
期
を
経
過
し
な
い
者
（
有
力
選

手
を
引
き
抜
い
て
す
ぐ
に
出
場
さ
せ
な
い
）
に
は
参
加
資
格
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
校
医
の
診
断
に
よ
る
健
康
の
保
証
が
必
要
と
い

う
二
点
が
追
加
さ
れ
た
。『
高
校
野
球
優
勝
物
語
』
廣
瀬
謙
三
・
松
井
一
之
共
著　

恒
文
社　

一
九
七
五
年
発
行

（
五
九
）
朝
日
新
聞　

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
八
月
一
五
日
、
八
月
一
八
日
付

（
六
〇
）『
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
び
将
来
』

（
六
一
）『
高
校
野
球
優
勝
物
語
』
廣
瀬
謙
三
・
松
井
一
之
共
著　

恒
文
社　

一
九
七
五
年
発
行

（
六
二
）『
立
命
館
学
誌
』
第
一
三
五
号　

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
九
月
一
五
日
発
行

（
六
三
）
第
九
回
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
で
、
観
衆
の
大
混
乱
に
よ
っ
て
試
合
運
営
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
十
分
な
観
客
席
を
備
え
た
本

格
的
野
球
場
が
早
急
に
必
要
と
さ
れ
た
。
翌
年
の
大
会
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
建
設
が
急
が
れ
、
一
九
二
四
年
八
月
一
日
に
竣
工
し

た
の
が
甲
子
園
球
場
で
あ
っ
た
。

（
六
四
）
国
字
と
は
、
漢
字
の
字
体
に
な
ら
っ
て
日
本
で
作
ら
れ
た
文
字
の
こ
と
。
立
命
館
の
文
字
は
国
字
に
あ
た
ら
な
い
。
当
時
は
、
多
く

の
学
校
が
校
名
の
頭
文
字
だ
け
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
示
し
た
り
、
校
名
を
ロ
ー
マ
字
で
表
記
し
て
い
た
よ
う
で
、
立
命
館
が
校
名

を
漢
字
で
表
記
し
た
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
六
五
）『
立
命
館
学
誌
』
第
一
三
五
号　

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
九
月
一
五
日
発
行

（
六
六
）
一
九
一
一
年
清
和
中
学
校
卒
業
。
校
長
在
任
期
間
一
九
二
九
年
四
月
～
一
九
三
三
年
七
月
。

（
六
七
）
塩
崎
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
立
命
館
中
学
教
員
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
母
校
の
二
回
に
わ
た
る
全
国
大
会
出
場
を
ス
タ

ン
ド
で
応
援
し
て
い
た
。

（
六
八
）『
立
命
館
禁
衛
隊
』
第
一
〇
号　

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
九
月
発
行

（
六
九
）「
大
阪
朝
日
新
聞
」
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
年
七
月
二
五
日
付
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（
七
〇
）
文
部
省
訓
令
第
四
号
「
野
球
ノ
統
制
並
施
行
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
四
月
一
日
発
令

（
七
一
）
中
学
校
と
同
じ
北
大
路
の
校
地
に
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
開
校

（
七
二
）『
立
命
館
禁
衛
隊
』
第
五
六
号　

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
九
月
発
行

（
七
三
）
同
上
「
第
二
学
期
始
業
日
に
方
て
中
川
校
長
の
訓
示
―
中
学
商
業
三
年
生
以
下
一
同
に
対
し
て
―
」

（
七
四
）『
立
命
館
禁
衛
隊
』
第
六
二
号　

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
三
月
発
行

「
小
学
校
長
招
待
日
に
於
け
る
中
川
校
長
挨
拶
」
要
旨

（
七
五
）『
立
命
館
禁
衛
隊
』
第
六
三
号　

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
四
月
発
行

新
入
学
父
兄
に
対
す
る
中
川
校
長
の
挨
拶

（
七
六
）「
京
都
日
日
新
聞
」
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
一
二
月
二
日
付

「
皇
室
中
心
主
義
の
旗
幟
を
高
く
翳
し
千
七
百
名
の
生
徒
と
七
十
名
の
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
在
来
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
ふ
ス
ポ
ー
ツ

を
悉
く
排
撃
し
各
人
が
満
身
こ
れ
“
日
本
精
神
”
に
凝
っ
て
い
る
と
い
ふ
全
国
に
珍
し
い
中
等
学
校
が
あ
り
、
国
体
明
徴
の
巨
弾
を

教
育
会
に
投
げ
て
い
る
。」

（
七
七
）
立
命
館
史
資
料
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
懐
か
し
の
立
命
館
〉
戦
前
「
最
後
の
立
同
戦
」
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